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りとそう答 えたのです。

ジョンソン兄弟は， 目に涙 を浮かべな

がら感激 した様子で言いました。「彼 こそ

スウェーデ ンの地で，私の父や母に，そ

して家族全員 に福音 をもたらしてくれた

人ですよ。」

そうした確 かな土 台の上 に， トム とフ

ランシスのロマンスは深 まり，ふたりは

ついに1948年10月7日 ， ソル トレーク神

殿 において，1永遠の結婚 をしたのです。

「結婚 したばか りの頃の トムは
， ワー

ド部の書記をしていましたし， それから

YM(若 い男性)の 組織の会長 もしまし

た。 その後，次々といろいろな責任 を与

えられるようになったのです。」モンソン

姉妹 はこう振 り返っています。「結婚 して

間もない新妻が，それらにどう対応 して

いるのかと聞かれたことがありますが，

夫が主のみ業のために働 いているのを犠

牲 と思 ったことはあ りません。それ を通

して私 にも， また子供 たちにも祝福が き

ました。主人 は，教会 のためになること

であれば， なすべきことをきちん と果た

すよう，私 が願 って いることをよく承知

していました。」

「37年間の結婚生活で
， フランシスが

私 の教会の責任に不平をもらしたことは

一度 もあ りません。」モンソン副管長は愛

情を込めて語 っています6

「この37年 間
，私 は昼夜 を間わず，何

日間も家 を空けることがあ りましたし，

集会 で彼女 と一緒 に座 ることもめったに

で きませんで した。本 当に，彼女 のよう

な人はそうはいません。 いや1絶 対 にい

ないと思います。彼女 はあらゆる面で私

の支 えになっています。彼女 は，穏やか

な奥深 い強い信仰 を持 った女性です。」

フランシスに支 えられ，数 々の教会の

責任をこなしなが ら，モンソン兄弟 は，

やがて副管長 の職 に就 くべく備 えを着々

としていったのです。

教育に非常 に熱心 だった トムは(ユ タ

大学では 「優秀卒業生賞」 を受 け，ブ リ
'ガ ム・ヤング大学では 「名誉法学博士号」

を受 け， この大学の理事 となっている)，

1948年 ，経営学 を専攻 していたユタ大学

を優等で卒業 しています。「トムは優秀な

学生でした。」モ ンソン兄弟の大学 での前

学部長O・ プ レス トン・ロビン'ノン博士

は当時を思い起 こして こう語 っています。

「彼の手がけたものはみなAで した。私

は，彼のことが世 の人々にもっと広 く知

れわたる日が必ず来 ると，当時そう思 い

ました。彼は大学で，私 によく手 を貸 し

てくれました。 その後，私 と一緒 に教 え

る立場に立ち， それからデゼ レトニ ュー

ズ社 に入 り，私 と一緒 に仕事 をしました。

後 になって彼 のために働 けたことは私 に

とってすばらしい特権です。私 には，彼

をひとりの男 として， また真実 の友 とし

て語 り尽 くす ことはできません。 ただ言

えるのは，息子 のように愛しているとい

うことだけです。」モ ンソン副管長 の決意

の固さは，教会幹部に召されて数年後，

ブリガム ・ヤング大学 で経営学の修士過

程 を修めるという彼の姿にはっきり見る

ことがで きます。

若 い頃に就 いたデゼ レトニューズ社 で

の広告業務 の仕事 は，1959年 か ら1962年

まで， カナダ伝道部の伝道部長 としての

責任を受けたことで中断しました。 この

伝道部 は，地理的に非常 に広範囲にわた

ってお り，当時はまだステーキ部 がひと

っもな く，満足 な建物 も数 えるほどしか

あ りませんでした。

「彼はその伝道部 に
，すばらしい影響

を残 しています。」以前宣教 師だ ったF・

ウェイン ・チェンバ レンは当時のことを

思い返 してこう述べています。「当時の彼

は，何人かの専任宣教師 より年下 でした

し，彼 自身，伝道の経験がありませんで

した。 しか しオ ンタリオ州 トロントに着

任 してす ぐ，彼は自分 の責任 を自覚 した

のです。伝道部内を足早 に一度回っただ

けで，彼 はすべての宣教師の名前を覚 え，

教会員 と仲 良くな りました。，そして行 く

先々で人々を勇気 づけ，ついには伝道部

全体 を完壁なまでに活気づ けたのです。」

この若 い伝道部長の指示 の下で，カナダ

東部の教会 は栄 えていきました。

ソル トレーク、・シティーに戻 り，教会

のいくつかの中央委貝会で1年 半余 り働

いたあと， トーマス ・S・ モンソンは，

1963年10月4日 ，十二使徒定員会会員 に

召され ました。

、使徒 としての仕事のほかに，モンソン

兄弟 は，ボーイスカウ ト ・オブ ・アメリ・

カの国内実行委員会(彼 はこの会 よ り，

スカウ トの名誉 あるシルバー ・バッファ

ロー賞 を受 けている)の 仕事や一般市民

に地域社会 の改善 を奨励する市民発議団

体，すなわち，プライベー ト・セクター・

イニ シアチブの，合衆国大統領(ロ ナル

ド・レーガ ン大統領)特 別専 門委員会 の

委員 としての仕事 など，専門家 としてま

た市民としての重要 な義務 を負 うように

な りました。

「トムは，対象が教会員であるなしを

問わず， 同等に指導力を発揮 し，気楽に
の

行動 してい ます。」十二使徒定員会 にあっ

て同僚であった二一ル ・A・ マ ックスウ

ェル長老はこう語 っています。「彼の優れ 一

た経営力，行政手腕 は，学 問を通 して，

また専門家 としてのいろいろな機会を通

してのみ培 われたものではあ りません。

もっと奥深 いもの， そう，生まれながら
そな

に具 わっていたものと言 えるかもしれま

せん。彼 は， あまり時間をかけずに問題

の内容 を把握 し，頭 に入れ ることので き

る人です。ほかの人たちがどこから手を

つけようかと迷 っている間に，彼はほと

んどの問題の重要な部分 を詳細 に把握 し

て しまうのです。」

ローマカ トリック教会の会員 として，

ソル トレーク地域の指導者 であり'，ソル

トレーク トリビュー ン誌のかつての発行

者であるジョン ・W・ ガ リバンはこう述

べています。「トム・モ ンソンに出会 った

ことのある人は，みな彼 の友達 になりま

す。 この暖かみのある誠実な人，人々に

愛 を惜 しまない彼が隣人を愛するのは，

戒 めだからではありません。 トム ・モン

ソンは，全人類 を愛する人だからこそ皆

さんの友達 になれ るのです。 これは，彼

の持 って生 まれた性格で しょうρ トム ・

モ ンソンが大管長会に昇進 したことで，

この教会 は友情を通 し， この地域 に特別

な一致 をもたらしてくれました。」

末 日聖徒以外 の人々との仕事 を通 して

身 についた，モ ンソン副管長の外交手腕

は，20年 近 くにもおよぶ東 ヨーロ ッパ諸

国での活躍の中にはっきり と現われてい

ます。1982年8月 ，東 ドイツに最初のス

テーキ部が組織 されるまでにこぎつけた

あと，1985年6月29日 ， フライベルグに

神殿が献堂 された ことで，彼の個人的な

夢が成就 しました。



「モ ンソン兄弟がいなかったら
，ヨー

ロッパのこの地域 の発展 はなかったでし

ょう。」親友であり， ヨーロッパ地域会長

のジ ョセフ ・B・ ワース リン兄弟はこう

語っています。「現在 ここには，ステーキ

部 もワー ド部 も教会堂 も， そして奇跡 中

の奇跡である神殿 もあります。 トムは，

自分の持て るすべてを，そうシャツさえ

もここの聖徒 たちのために捧げたのです。

私は，彼が実際 にスーツやシャツを， そ

して靴などを人々にあげているのを見 ま

した。東 ヨーロッパの貧 しい聖徒たちに，

スーツを20着 はあ・げていると思 います。

彼は，みな着古 して捨てようと思 ってい

たものだと言うのですが，私 にはまった

タ新品 に見 えました。」

23年 間にわたる十二使徒評議貝会の会

員 として，モ ンソン兄弟が管理者 として

活躍 した責任は，それはまた貴重 な訓練

でもあったわけですが，末 日聖徒 として

の全生涯 にわたるほどの もので した。伝

道，福祉，教育，系図，ホームティーチ

ング，.指導者の訓練， コー リレーション，

カリキュラムの展開，神権定員会お よび

補助組織のプログラムなど，実 に多方面

に及んでいます。「彼は組織化 における天

才ですよ。」パ ッカー長老はそう語 ってい

ます。「重要 な問題 を，必要 な経路 を経

て，さらには必要な点検を受けてうまく

処理 していける人を選 ぶとした ら，私 は

トム ・モ ンソンを選 ぶでしょう。」

「彼の生活は
，彼の頭脳 と同 じように

非常に整然 としてい ます。」モンソン副管

長の有能な秘書 リン ・F・ カンネジータ

ーが語 っています
。「彼 は決 して引き延 ば

すことをしない人です。ですか ら忘れる

ということがないのです。」そうした幅広

い経験 と優れた能力は・教会の大管長会

エズラ ・タフ ト・ベ ンソン大管長， ゴー

ドン ・B・ ヒンクレー第一副管長 と共 に

座 し，討議 する召 しにある彼 にとって重

要 な力となうているに違いあ りません。

1974年8月 のある週 のことです。モ ン

ソン長老のステーキ部大会 での責任が変

更にな り，長老 自身がルイ ジアナ州 シュ

レブポー トステーキ部 に行 くという予期

せぬ出来事 が起 こりました。土曜の午後

は，数 々の集会 でスケジュールがいっぱ

いになうていました。そんな中でステー

キ部長 はす まなさそうに， ガンに冒され

たクリスタル ・メスビンという10歳 の子

供 に祝福 を授 けて もらえないかどうか，

モンソン兄弟 に尋ねたのです。・モンソン

兄弟 は快 く引き受ける旨の返事 をし， そ

の子供 が大会 の会場 まで来 るのか，それ

ともシュレブポー トの病院 にいるのかを

尋ねました。ステーキ部長 は言いにくそ

うに，ク リスタルがシュレブポー トか ら

何 マイル も離 れた彼女の家 に居 り，そこ

を離れることがで きない状態 にあること

を話 しました。

集会のスケ ジュール を調べ，時間が取

れないことを知 ったモンソン長老 は，1代

わ りにステーキ部大会の中で，出席者の

祈 りに彼女のことを加 えるように提案 し

ました。 そして，主 がきっとわかってく

ださり， メス ビン家 の人々を祝福 してく

ださるに違いないと慰めの言葉 を述べた

のです。

モンソン兄弟 には知 らされていません

でしたが，ステーキ部大会 より前 に， ク

リスタルの足 は切断され， その後，ガン

が彼女の小さな肺にまで転移 しているこ

とがわかったのです。当初，教会幹部 か

らの祝福 を受 けるた めに， ソル トレー

ク ・シティrま で出かける計画が立てら

れて いました。メスビン家 には，個 人的

な知 り合 いの幹部 がいませんでしたので，

家族 は教会幹部全員が写 っている1枚 の

写真 をク リスタルの前に置 きました。す

ると彼女 は トーマス ・S・ モ ンソン長老

を指 さし，「この人 に祝福 してもらいた

い」 と言ったのです。

しかし，ク リスタルの症状 が急に悪化

したため，ソル 、トレーク行きが見送 られ

たのでした。彼女の肉体 は衰 えていきま

したが，信仰 は違 いました。彼女はこう

言 ったのです。「ステーキ部大会 には教会

幹部 が来 られ るんですもの。 モンソン兄

弟が来 られないはずないわ。私の方 から

兄弟 の所へ行かれないんですもの，主は

兄弟を私 の方へ送 ってくださるわ。」時を

同じくして，モ ンソン兄弟のステーキ部

大会 での責任は変更 され，シュレブポー

ト行 きが決 まったのです。

ク リスタルヘの最後の願 いとして，家

族は彼女 のベ ッ ドのそばにひざまずき，

モンソン兄弟の訪問を受ける機会 にあず

かれるよう， もう一度だけ祝福 を求 めて

祈 ることにしました。

ステーキ部長の方か ら，モ ンソン兄弟

が多忙 なスケジュールのためク リスタル

を訪問することができないという言葉 を

聞いたメスビン家の人々は，理解は しな

がらも，非常 に落胆 して しまいました。

家族はもう一度 クリスタルのベ ッドの周

りにひざまずくと，モ ンソン兄弟の手 に

よる祝福 を受 けたいという彼女 の願 いが

かなえられるよう彼女のために嘆願 しま

した。

メスビン家の人々がク リスタルのベッ

ドの周 りにひざまずいたその瞬間， モン

ソン長老 は土曜の夕方の部会の最後 の話

者 として，、原稿 をそろえていたのです。

ところが，説教壇 に向かう彼の耳 に，短

いながら聞 き慣れた次のメッセージがさ

さや きとな って はっきり聞 こえたのです。

「幼な子 らをわた しの所 に来るままにし

てお きなさい。止めてはならない。神の

国はこのような者の国である。」(マ ルコ

10：14)

モ ンソン兄弟の 目には涙があふれ，原 .

稿 がかすんでしまいました。会 のテーマ

に添 って進めようとするのですが，ク リ

スタル ・メスビンの名前と姿がどうして

も頭の中か ら消 えないのです。非常 には

っきりと現われ る自分の貴重な賜 に常 に

忠実であった彼 は， その霊的なささやき

に聞 き従 ったのです。彼は，混乱 を招 き，

犠牲 を強いることがあっても，翌 日の大

会 スケジュールを大幅 に変更する;と を

指示 したのです。それか らまた集会は続

け られま した。

日曜の早朝，何キロも車 を飛ばしたあ

と， モン'ノン長老 は，病のため に立 ちあ

がることもで きず，弱 り果 てて話 すこと

もできないひとりの子供 を見つめていま

した。彼女 はすでに目も見えなくなって

いました。 その場面 と主の強いみたまに

心動 かされたモ ンソン兄弟は， ひざまず

くと子供の弱 った手 を取 りました。 そし

てそっとこう呼 びかけたのです。「ク リス

タル，私はここにいるよ。〕

すると彼女が精 いっばいの力 をふ りし

ぼり，弱々 しく答 えました。「モンソン兄

弟， きっと来て くれ ると思 っていたわ。」

このいとしい子供 の身も霊 も，その心



頓 ，理闘 隅，

「 騰

謹
鍵

窮

蒙

き

灘撒 灘
覇

灘鑓蒙
詑 灘 電

、 燕

驚

で　

蕪麟鞭
脚 識

灘

毒
臨 繋
醇轍

轟

擢1

嗜嗜

ヨ　こ

轄
、 麟 騰 ロ

鍵ド　ドドドド

　
義製1響1霞

窺

難

萎

難灘

、欝

鐸

騰
灘

左上 ：lg81年 ，プ リガ ム ・ヤ ング 大学 よ リ名 誉 あ る，

博 士 号 を受 け る モ ン ソ ン長 老 。 左下 ：モ ン ソン 副 管

長 は ，生 涯 の 趣 味 と して ハ トを飼 育 して い る。2羽

の ハ トを観 察 中 のモ ン ソ ン副 管 長 。 左 ：31歳 で カ ナ

ダ伝 道 部 を 管 理 す る召 しを 受 けた信 仰 の人 ，慈 愛 の

人 ， 卜一 マ ス ・モ ン ソ ン長 老 。上 ：モ ン ソ ン長 老 ご

一 家 。(1982年)左 か ら トー マス ・L， ク ラー ク'S，

モ ン ソ ン副 管 長 ，ア ン ・モ ン ソン ・デ イ プ ，モ ン ソ

ン姉妹(椅 子 に座 って い る)。

職

　

鑛

嚢騰

難

打 つシーンを見守 って くださっていたに

違 いない天父の愛あるみ手 にゆだねると

いう祝福の言葉が述べ られました。やっ

と聞 きとれるほどの彼女 の「あ りがとう」

という言葉は， その祝福 に対する， また

彼女の歩んできたすばらしい信仰 に満 ち

た生活に対する感動的な祈 りとなりま し

た。翌週の木曜 日， モンソン長老 によ り

提 出されていた彼女 の名前が，大管長会，

十二使徒評議貝会 の祈 りの輪に加 えられ

ていた頃，ク リスタル ・メスビンの汚 れ

ない霊 は，病気 に侵 された肉体 を離れ，

神 の安 息に入ったのです。

父親 としてのモ ンソン兄弟は， これま

で非常に多忙 な 日々を送ってきましたが，

3人 の子供たちはだれ ひとりなおざりに

されて 毒たとは思 っていません。「ほかの

父親たちは，私 たちの父よ りもっと家 に

いる時間が多かったと思 います。でも，

私たちの父が私 たちと一緒に行動 して く

れたほど彼 ら炉子供たちと接 してきたと

は思 えません。私 たちは，何 をするにも

いつ も一緒で した。 これ は大切な思 い出

です。」

モ ンソン家の長男 トムは， カナダ伝道

部での多忙 な何年間かは，父親 と自由な

時間を過 ごす ことがほとんどなかったと

言 っています。(カ ナダ伝道部 にいた頃

は，宣教 師やほかの伝道部 からのお客 を

交えず， モンソン家だけで食事 をしたの

は，3年 間の うち3日 間だけで した)し

か し，幼 い トミーは，毎晩寝 る前 に2階

の父親の事務所 に行 き，父親が何 をして

いるときでも必 ずチ ェッカーの相手を し

てもらったのです。「これはその後，数年

して私がケンタッキー州ルイビルで軍隊

の初歩訓練を受 けていて肺炎になったと

き，父がわざわざ祝福 しにやって来てく

れたときと同様 にすばらしい思い出とな

っています。」 トムはこう語 っています。

アンが覚 えているのは，父親のブリー

フケースがいつも開いていたこと， そし

て父親がその中の書類に目を通 しなが ら

も，子供たちをじゃま物扱いせず， 自分

の仕事 の一担 を理解 させようと，必ず霊

的 な経験 を話 して くれたことです。「一番

楽 しい思 い出は， 日曜の夜，ステーキ部

大会での責任 や伝道部の出張を終 えて帰

宅 した父が，祝福 師を召すときに特別な

霊感 を受 けたことや宣教師 たちとの面接

で得た信仰が強まるような経験 を話 して

くれた ことです。」モ ンソン家の子供 たち

は， そのようなすば らしい話をたくさん

知 っています。というのも，彼 らの父親
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上 ：心温まる話の多い，モンソン副管長。右上 ：デゼ

レト・プレス社で，当時総支配人だった トーマス ・S・

モンソンと一緒のデビッ ド・O・マッケイ大管長。右下 ：

カナダのスカウ ト野営地を訪れる国内スカウト功労者賞

受賞のモンソン長老。
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が毎 日，毎週，毎月召 しを与 える際に，

また何 らかの行動をとる際 に特別 な力 を

受け，霊感 に満 ちたささやきを聞 いてい

るからなのです。

息子のクラークは，感動的なすばらし

い経験をしています。釣 りの途中で父親

にリールを巻 くように言われたのです。

彼 が 釣 り糸 を巻 き終 わ りり さおを船

の中に置くと，モ ンソン兄弟が言 いまし

た。「5分 後 に，お兄 さんの トムが弁護士

を開業するための試験を受 けることにな

っている。 この日のために，法律学校で

3年 間一生懸命勉 強してきたが， きっと

ドキ ドキしていると思 うんだ。船の中だ

けど，ひざまずいてお祈 りしてあげよう。

最初私がするから， そのあと頼 んだよ。」

「あれはぽ くにとって最 もすばらしい

経験 とな りました。」後 にクラークはこう

語 っています。 それから数年後，彼はま

たもすば らしい感動的な経験 をしていま

す。父親が車の向きを変え， クラークに

タカの巣を見せるためにわざわざ60キ ロ

以上 も運転 してくれたのです。「父のそう

した行動は，別 に驚 くことではあ りませ

ん。父は，困っている人々を見るといつ

もこういうことをしてきたのですか ら。」

十代の トム ・モンソンがプロボ川で泳

いでいたときのことです。休暇で来てい

た人々が取 り乱 した様子で何や ら叫んで

いました。仲 間のひとりが川に転落 し，

押 し流されて渦 にのみ込まれそうだ とい

うのです。 その瞬聞，女の人の姿が トム

の 目に飛 び込んで きました。彼 は，その

女の人の方 に泳 いで行 き， つま先 をつか

むと岸の方 に向かったのです。

「女の人の命 を救 ったということで
，

みんなから大変感謝 されました。で も，

私 は偶然 ちょうどいい時に，ち ょうどい

難

い所にいたので，手助 けができたんだと

思 います。」モンソン兄弟 は後 にこう語 っ

て います。

確 固としてみたまの導 きに従 う近代 の

二一ファイ， トーマス ・S・ モンソンに

とって，このようなことは日常茶飯事のよ

うに起 こっています。彼はちょうどいい時

に， ちょうどいい所 で，常に 「主 の用向

を有てる者」 として活躍 しているのです。

醗一

ホームティーチャーへの提案

ホームティーチヤーは，この記事を用

いて，新たに第二副管長として召された

トーマス ・S・モンソン長老の紹介や任

務について紹介するとよい。

1

2.

新たに召された大管長会についての

あなたの気持ちや証を述べる。

大切だと思われる部分を担当家族と

・共に読む。

1日 璽 闘



神権定員会の磯務

七十人第一定員会会長会

ジ ョセフ ・B・ワー ス リン の

18
29年5月 末か6月 の初めに，メル

ケゼ デク神権 が回復 された結果 ど

のようなことが起 こるかについて，予言

者ジ ョセフ ・ス ミスの周 りにいた人々が

どれほどよく理解 していたのか を私 はと

きどき疑問に思 います。ペテロ，ヤコブ，

ヨハネが ジョセフ ・スミスとオ リヴァ ・

カウ ドリに現われた結果， いつの 日にか

地上の95力 国に及ぶ70万 人以上 のメルケ

ゼデク神権者 と，3万1，000の 定 員会 やグ

ループから成 る世界的な神権組織ができ

ることを予測 した人は，予言者以外 には

おそらくほとんどいなかったことで しょ

う。 もし，年2回 開かれる総大会 の神権

会に集 うたくさんの兄弟たち，あるいは

全世界の教会で毎週 日曜 日に各定員会に

出席 する何千人 もの兄弟 たちを見ること

がで きたら， きっと彼 らは驚 くに違 いあ

りません。

この神権者 の軍勢には，「人に……永遠

の生命 とをもたらす」(モ ーセ1：39)と

い う神権 の偉大 な業 と主の目的を遂行 す

る実 に大 きな責任があ ります。スペンサ

ー ・W・ キンボール大管長 はこのみ業を

さらに強調 し，教会 の使命 は福 音を宣べ，
まつた

聖徒 たちを完 き者 とし，死者 を績うこと

であると述べ ました。(1981年4月 総 大

会)

これらの重要な 目標を達成するために，

神権 プログラムがそれぞれ組織 されてい

ます。すべての神権定員会 は次 の事柄 を

達成するよう努力 しています。(1)個 人

を霊的に強ゆる，(2)父 親 と家族 を強め

るヅ(3)伝 道 を行 なう，(4)系 図 と神

殿の義務 を果たす，(5〉 家族 が物質的な

メルグゼデク神権定員会指導者たちには，

その会員たちが よりよの夫そしτ父親になるよう

教え訓練する責任があります。

聖徒 の道/1986年11月 号 9



必要を満たすよう助ける，(6)常 に教会 貞

を守護する。定員会 は，メルケゼデク神

権者 と父親 を訓練強化 して，神権の責任

を果 たせるようにするための主要な機関

です。ほとんどの教会の霊的な職務は，

神権定員会の責任 となっています。 ジョ

セフ 』F・ スミス大管長は個々の神権組

織の重要性 について，1906年 に この よう

に述べています。

「私たちはこの世 に長 く生 きるなら
，

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 のすべて

の神権評講員会が，・自らの義蕎 を悟 塑ゲ1

責任 を引き受け，その召 しを全 力を尽 く

して遂行 し1漢 知 と能ガの及ぶ範囲で最

犬限に教会 における役職を果たすβの来

るのを目にで き，るであろう。，その 日が来
■

バr -q

れば，現在補助組織によって行なわれて

いるζピ1まそれほど挙要ではなくなるだ

ろう。なぜ参う，、神権の正規の定貝会に

よ?て 貨塗われ喬勘 らである。主は初め ・

か艇 菊 鴎 韻 てお鱒 た・そこ、'

で主は嬉 肇 の螺 榊 権の磯 鱒

織によっ肺 た獺 灘 熱 奪・」(F獅費 ，
の教義」直エ5の

教会磐 ととも・醗 露 雛?鰍 .粛
ルケゼデク神権定員会の般割癖，.'、塗第鱈 一

大きくなってき離 た・麟 難 鰹 神

権硲職務の将来にっい亡1ジ ヨン'ドA・ ・

.ウイッツォー長老は，11937年に次のよう

に説明してい ます。，』、
「教会の組織は，神権への単なる補勘＼

でしかない。神権定員会は指導的地位を'

占めている。したがってほかのすべての

教会組織への模範となるよう，ふさわし

く管理運営し，忠実に職霧を果き廓 完

全な奉仕を行なわなければならない。」 ・

(「インプルーブメンド・エラ」1937年12

月号，p.760)

個人を霊的に強める

すべての教会プログラムや活動の根本

は，個人を霊的に強めることであり，普

通それは個人に福音を教えることによっ

て達成されます。主はこの責任をメルケ

10

'

匙い 一

ゼデク神権定員会指導者 に与えられ，長

老定員会会長 は，誓約に従 って定員会会

員 を教 えなければならないと言われまし

た。(教 義 と聖約107：89参 照)こ れは毎

週 日曜 日の定員会 レッス ンの基本 目標 と

なっ，ています。

1974年 以来，聖典 が教会のメルケゼデ

ク神権定貝会 のカ リキュラム となってき

ました。「メルケゼデク神権者用個人学習

ガィド」が1聖卑の個人濁謬び定馬会学

習卯手引きどし1て出版誉弗ています5定

員会指導者には，兄弟たちに福音の教義

零葺紛を教える責任魁あ、ゆ、零熟 淳た，

題 蝕 恥 鱗 』鰻 鱒 撰 零騨
，っ騰 郷 轍 袖 く鱒 型 離 ん・、』`バ塑

テ怨 ・(ユ然 購39鴨 趨
の大祭司グルサプ鶴r禰 し，た昨 導

剣・に取り緯んでき声墜懸占、1グル7ズリ憤
外 の啄 吻 ム1・鰍 鷲 ㍗ ラ シ

，ド融 備 黙 懇r・矯 融 七 プ集
会ぞ9レ艶熟ンを印分たお驚糞蕉奪.もっ
て果たし轡 ま襲 客麗 鍵 必要緬

、ズい髄 のを瀦 嬬 価1瞬熱1舗 じ

却 ッス海 騨 纏 ドか轡 禦 韻 ・
グループのほ拗 会賞麟 欄 璽章鱗
・羅頼客掻 ぐと溺噂り藩す外・，自発自身饗

範 犠し幽 ヅ壁 鞭 鞭 調 鰐痔簿

のゆ 癬 鰐 塑 ブ 鱒1麟 購 の

驚 鷺 離 聾惣糞麹こ
マ47獅

、ラ醗 嫌 は1侮週行なわ
縄 樺 会め騨 の鰹 韓 き・聾 り

φ 物断 寮 甥 露 鯵 嘩 い立ちに
'つ瞳 の鋤(』跨 脚 溝 鞭 轡1蓼

辮 離9め 謁 、に鰭 聯 鵬 連帯感
と繊 鹸 鵜 曜 や言瞬 鱒 穿る'こ

とを奨励肇 寵 が鰭 ま襲 ζのよう

な話ば レッスンや伝達事項どともにテ
ープに吹1き込まれ，病気の人や初等協会

の教師をしている人など，出席できない

グループメンバーに渡されます。生い立

ちについての話が全員に行き渡ったら，

今度は同じように，毎週ひとりの兄弟に，

霊的な体験について話してくれるよう頼

む予定ぞす。

個人 を霊的 に強める仕事 をさらに一歩

進めると， お休 み会員 を活発化 させる重

要な仕事があります。そのためには，真

心か らの愛 を示 し，神殿準備 セ ミナーを

行なったり，家庭で個 々の家族 を教 えた

りします。それは救 い主が，ルカ15：4-

6の 中で言 われた，偉大 なる腰 いの仕事

です。

「あなたがたのうちに
，百匹の羊 を持

っている者がいたとする。その一匹がい

なくなったら， 九十九匹を野原 に残 して

部いて，いなくなった一匹 を見つけるま

では捜 し歩 かないであろうか。

そ して見 つけたら，喜んでそれを自分

の肩 に乗せ，

家に帰ってきて友人や隣 り人 を呼 び集

め，『わたしと一緒に喜んでください。い

なくなった羊を見つけましたから』 と言

うであろう。」

フェデラル ・ウェイ(ワ シン トン州)

ステーキ部 の神権定員会 は，C・ テ リー

グラフステrキ 部長の指導の下 に，1977

年 に ステーキ部 が組織 されて以来，300人

以上 の長老見込 み会員 を活発化すること

ができました。 ステーキ部長 は， メルケ

ゼデク神権定員会 にそのプログラムの責

任を与 え， ステ ーキ部 メルケゼデク神権

委員会 を組織 して定員会指導者を訓練 し，

毎週進歩状況の報告を受け ました。

有能な神権者 とその妻が召 され，不活

発 な家族 のフェロー シッパー兼教師 とし

て割 り当てられてい ます。不活発 な家族

は，毎週神殿準備セ ミナーに出席 し，さ

らに割 り当て られた夫婦 によ り， その週

の間にもうひとつのレッス ンを受 けます。

ステーキ部の長老定員会が組織運営する

セ ミナーが，各 ワー ド部で年2回 開かれ

ます。成功の鍵 は，毎 月定期的に継続 し

てプログラムを実行 することです。一定

の期間がたつ と，活発 になった会員が増

え，集会への出席率 も高 まり，什分の一

の律法が守 られるようにな りました。

ジョー ジ ・スキッ ドモアは2，3年 前，
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神権者は，次のような伝道奉仕を行なうこどが～まます。

すなわち，伝道に出る，非教会員ど友達になる，

子供たちを伝道に出すよう準備する，

そ しτ伝道を経済的に援助するなど～す。

サニーベイル(カ リフォルニア州)第4

ワー ド部長老定員会の会長で した。彼 は

定貝会 の不活発会員 を強めるという責任

と真剣に取 り組み，不活発 な夫婦 を自分

の家 に招待 し，特別 に選ばれた教師 によ

り， 「神殿準備セ ミナー」を用 いて福音 を

教 えました。3，4年 にわたって年2回

開 かれたセ ミナーにより， 多くの立派 な

会員が活発 にな りました。 その中には，

現在 のワー ド部指導者 も多 く含 まれてい

ます。 スキ ッドモア兄弟 は，現在 ワー ド

部の監督 として， その仕事 を引 き続き指

導 しています。 ドン ・グラッ ドレイは，

自分 自身このセ ミナーを通 して活発にな

聖徒 の道/1986年11月 号

り，現在 は長老定員会会長 として，定貝

会のこの職務 を受 け継いでいます。

父親 と家族 を強め る

「父親 は指導者です。それも最 も大切

な指導者です」 と，キンボール大管長 は

述べています。「父よ，あなたは正 しい道

を歩んでいるか」というパ ンフレットか

ら引用 しましょう。「それは過去 において

もそうで したし，将来 も変わ りないで し

ょう。父親 は，永遠の伴侶の助 けと助言

と励 ましを受 けながら，家庭 にあって管

理す る人です。 これはふさわ しいからと

か資格 があるからとかにかかわ りなく，

神が定めた律法であ り神 との約束なので

す。」(「聖徒 の道」1975年12月 号，p.531)

家 族 に対する責任 を果たすための訓練

を受 けることは，父親 にとって大 きな利

益 となります。 メルケゼデク神権定員会

は，父親 がその訓練 を受けているかを見

届ける責任 を持 っています。神権会のレ

ッス ンは定期的に家族 のテーマを取 りあ

げてお り，定員会指導者たちは，あらゆ

る所 で，定員会会員が， よ・りよい夫 とな

り父親 となるよう教 え，訓練 する責任 を

ます ます強く感 じています。

アラン・バ クザックは，オーバーン(ワ

シン トン州)第1ワ ー ド部長老定員会の

お休 み会員でした。 ワー ド部の定員会指

導者たちは，彼 に特別な関心を持ち，彼

が父親 として もっとよい模範 となれるよ

うに助けることにしました。そこで， ア

ラ ンと知 り合 いになったラッセル ・スラ

イ とロー レンス ・ハー トレーが， アラン

に，家庭 で模範的な父親 とな り，指導者

となることの大切 さを教 えました。そし

て， その訓練が長老定員会 で受けられる

ことを話すと，アランは聞 き入れ，定員

会の集会 に出席 し， よりよい模範 となる

よう努 めました。彼の息子は後 にイーグ

ル スカウ トになり，伝道 に出ました。ア

ランは立派な父親 になり， スカウ ト隊長，

ステーキ部伝道部長， そして監督 になり

ました。彼は今， 自分のワー ド部の兄弟
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たちに，模範的な父親 となることの大切

さを教 えています。

リ トル トン(ニ ューハ ンプ シャー州)

第1ワ ー ド部長老定員会のアラン ・グラ

チャン会長 も，家族 の霊的な進歩に対 し

て，父親 がもっと大 きな役割 を果 たせる

ように全 力を尽 くして助けています。彼

は定員会会員 に，家族 の一人一人と定期

的に話 し合 い，教会 の召 し，神権 の聖任，

初等協会 からの進級などの事柄 を準備す

るよう教 え，励 まします。 また定員会指

導者 としてホームティーチングや個人面

接で模範 を示 し， いつも定員会の兄弟た

ちの私生活や問題 について話 を聞いて，

何か助けることがないかどうか尋ねるこ

とにしています。

そして，このステーキ部のすべてのメ

ルケゼデク神権定員会は， リチャー ド ・

ピッチャーステーキ部長 の指導の下 に，

父親 を訓練 し，良い親 となるための技術

を教 えることに重点 を置 くように勧 めら

れているのです。

学 習 ガ イ ド，「家 庭 の夕 ベ アイ デ ア

集」，そのほかの承認 された資料の助 けに

より，いずれの定員会グループも，定貝

会 レッスンや補助研修会 を，次の ような

テーマに基づいて行 なうべ きです。(1)

家庭 の夕 べの改善，(2〉 家族会議 の運

営，(3)家 族 の祈 りを定期的 に行な う，

(4)伴 侶 を支持 し励 ます，(5)正 し い

家族の規律を作 りあげる，(6)家 族 間の

コミュニケーションを活発 にする，(7)

家族 で娯楽を行なう，(8)家 族 で定期的

に聖典の研究 をする，(9)子 供 たちと個

人面接を行なう。これ らの点で努力する

と，家族が強められ，究極的には，定員

会， ワー ド部，そ してステーキ部 も強め

られるのです。

伝道 を行な う

神権者 は，次のような伝道奉仕 を行 な

うことができます。(1)フ ル タイムの伝

道に出る，(2)非 教 会員 が福音 を聞くこ

とを望 むよう友達 になる，(3)子 供 た
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定員会指導者たちは，各個人ど家族が，

自分自身ど死者のために

神殿の儀式を受ける乙どを助けるような活動を

組織 しなけれぱなりません。

ち，特 に男の子 を伝道に出すよう準備す

る，(4)伝 道 を経済的 に援助する。

伝道 を行 なう責任 は，すべての教会貝

にあります。(教 義 と聖約88：81参 照)神

権者 と神権定員会 には， この仕事を率先

して行 なう責任があ ります。七十人，大

祭 司，長老たちにもこの責任があり，定

員会会員 がこの聖なる責任 を果 たす こと

を助 けるための方策を立てなければな り

繭鮭

聾 軍繋

購'

ません。

韓国ソウル西 ステーキ部 のチャン ・ス

エ ン ・キムステーキ部長は， メルケゼデ

ク神権定員会指導者 たちが伝道の業を行

なうことに特 に熱意を示 してきました。

そ して，定員会指導者が訓練 を受 けてよ

く組織され， その務 めを効果的に果たせ

るようになるには， ステーキ部 メルケゼ

デク神権委員会の役割が大切であること



を強調 してきました。ステーキ部七十人

は，専任宣教師 と定期的に集会 を開くこ

とにより，彼 らと良い関係 を築 き，多く

の人々を教会 に導いています。またステ

ーキ部の神権 定員会 は，伝道準備活動 を

入念に組織 してきました。特別な トレー

ニング ・クラスを開 き， その重要性 を絶

えず強調 し， 多くの若人が，フルタイム

の宣教師 として召されるように準備 して

きたのです。

スウェーデンの ス トックホルムステー

キ部 のメルケゼデク神権定員会指導者 と

その会員は，エバー ト・W・ パーシウォ

ールステーキ部長 とハーケン ・パーム伝

道部長 の指導の下 に，ス トックホルム市

街 の展覧会場 で行 なうユニークな伝道 の

プロジェク トを企画 しました。「スウェー

デンの未来 は家庭で作 られる」 と題する

見事 な展示 を作 り，案 内や，福音のメッ

セージを伝 える映像 を専門的に製作 しま

した。 この展示は，毎 日午前9時 から午

後9時 まで1カ 月間行 なわれました。彼

らの推定 によると，1万2，000人 以 上 の

人々が展示場 を訪れ， その結果，福音 を

紹介 したり教 えた りする機会 が生 まれ ま

した。

系 図と神殿の 義務 を果 たす

系図と神殿の業 は，家族の長 の支持 の

下 に実行 されるべき個 人と家族 の責任 で

す。定員会指導者たちは，各個人 と家族

が， 自分 自身と死者のために神殿の儀式

を受 け，個人と家族の記録 を作成で きる

ように，活動 を組織 しなければな りませ

ん。

大祭 司グループ リーダーは， ワー ド部

神権役員会の一員 として，系図 と神殿 の

職務 を専 門的に行なっています。大祭 司

グループ リーダーであるピー ト・ソレン

ソンは， ヒュース トン ・テキサス北 ステ

ーキ部のスプ リングワー ド部で
，大祭 司

と会員 たちに進 んで系図の仕事 を行 なわ

せる良い方法を見つけました。彼 はワー

ド部の会員 たちに，各家族 が系図の仕事

聖徒 の道/1986年11月 号

をどれだけ行なったか， またどのような

助けが必要 かを調査 しました。60人 の回

答者の中で， これ以上助 けを必要 として

いないと答えた人は，たったふたりしか

あ りませんでした。各家族 をフォローア

ップする話 し合 いで， ソレンソン兄弟 と

彼 の補助 は，それぞれ 自分 の目標 を立て

るように会員たちを励 まし， どのような

助 けが必要かを一緒 に考えました。それ

ぞれの必要性に基づいた個人への援助 が，

系図の成功の秘訣なのです。 さらにまた

彼は，一層広範囲 にわたる指示 と援助 を

与えるために，聖餐会の話 やファイヤサ

イ ド， ワー ド部広報などを活用する予定

です。

アイダホフォール ズステーキ部では，

系図作業 は系図図書館 を中心に行なわれ

ています。プ レス トン ・ブ リムホールス

テーキ部長の指導の下 に， ステーキ部 は

数年前，充実 した系図プログラムを作 る

ことを決 め，ステーキ部 の大祭 司定員会

によ り財政管理 された系図図書館 を創設

しました。系図作業 を奨励 し，家族が一

緒に図書館 を訪 れるよう提案 した結果，

ほんの1カ 月 の間 に600人 が系 図図書館

を訪 れました。 また，4代 系図プログラ

ムな らびに個人の歴 史が どの程度作成さ

れているかを調 べるための広範囲な調査

が行 なわれました。その後，各家族への

フォローア ップがホームティーチ ャーに

依頼 され，ホームティーチャーは担当家

族 にどの ような助 けが必要かを聞いたり，

系図図書館へ連れて行 ったりしました。

このステーキ部では系図探求 の促進 にた

びたび焦点が当てられ， あらゆる集会で

系図や神殿事業 についての話 が行なわれ

ています。

1983年3月 の1カ 月間に，合衆国の東

部 のあるワー ド部 は，600キ ロ以上 も離 れ

たワシン トン神殿で，941の儀 式を達成 し

ました。神殿推薦状保持者に対 して，推

薦状 を定期的 に活用するよう奨励 した結

果，死者のための業がこのように大幅 に

増加 したのです。

家族が物質的な必要を満たすことを

助ける

神権定員会は，定員会のメンバーが健

康で経済的にも安定し，さらに1年 分の

食糧と衣服を蓄えるように教え，助けて

います。また，会員たちが自立し，自分
じ

の時間や才能，財産 を教会 や社会，困っ

ている人々のために使 うように教 えてい

ます。 さらに定員会指導者 には，不幸 な

出来事 をどのように防 ぐか を教 え， また

不幸な人々が立ち直 るための対策を講 じ

る責任があ ります。

コロンブス(オ ハイオ州)ウ ェスター

ビル ・ワー ド部 では， ジェーン ・アーノ

ル ド長老定員会会長が，1年 分 の食糧 と

衣服 を蓄えることの大切 さについて，特

別なファイヤサイ ドを開 きました。彼 は

出席者 にその年の末(数 カ月先でしたが)

までに，それだけの蓄えをほとんど完成

するようチャレンジしました。 そして彼

は愛情 のこもった励 ましと模範 により，

彼 らがそれ を行 なうのを助 けたのです。

こうして定貝会 の多 くの家族が， この期

問に食糧貯蔵 についてすば らしい進歩 を

遂 げました。

イ リノイ州ブルー ミン トンの長老定員

会会長 ビル ・マイヤーズは，困っている

人々のための奉仕プロジェク トに特に力

を入れ ました。 マイヤーズ兄弟は肩を負

傷 していて何 もできないワー ド部の独 身

の姉妹 たちのために，屋根 の修理 やその

ほか，家の中の修理を手伝 いました。

同様 に， アップラン ド(カ リフォルニ

ア州)第3ワ ー ド部の大祭 司グループ リ

ーダーのダーベル ・アルレッドは
，毎月，

グループメ ンバーのための奉仕プロジェ

ク トを計画 しています。 そのひとつが，

父親 のいない家庭 のためのプロジェク ト

です。 そうした家族 に奉仕 に行 った際に，

その家 の男の子たちに仕事 を手伝わせ，

自力で仕事 がで きるように教 えるのです。

常に教会員を守護する

教会の初期から，主 は神権者に，「常に
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教会員 を守護 し，彼 らと共 にあ りて彼 ら

を強 くすべきものとす」(教義 と聖約20：

53)と い う責任 を与 えました。教会が ソ

ル トレーク盆地に移 ったとき， この責任

は，ブロックティー チングを通 して行な

われました。後 にワー ド部テ ィーチングが

行なわれ，今 日では，主か ら与 えられた

責任を果たすためのおもな手段 として，ホ

ームティーチングが行 なわれています
。

ホームテ ィーチングは，監督の指示の

下 に， メルケゼデク神権定員会 によ り行

なわれます。担当家族 を定期的 に訪問す

るホームティーチャーとして，ふた りの

神権者が召 されます。彼 らは定員会指導

者 と監督の代理 を務めます。

ブ リガム ・ヤ ング大学(ユ タ州)第5

ステーキ部 の指導者たちは， ホームティ

ーチ ングを強化 するために
，毎回5，6

分 の トレーニングセ ッションを頻繁 に開

くよう，定員会 に勧 めています。 このセ

ッションでは， どのように して効果的に

メッセージを伝 えるか，必要な助 けに気

づ くか，片親の家族 を助けるかなどにつ

いての短い提案 を行 ないます。「今月はあ

と何 日しか残っていないということを兄

弟たちに話すことよ りも，新 しいアイデ

アや励 ましを与える方が，ホームティー

チ ャーのや る気 を起 こすの に効果 的で

す」 と，ナイルズ ・ヘロッ ドステーキ部

長 は述べています。「学生定員会でホーム

ティーチャーを正 しく訓練 することがで

きれば，彼 らがブ リガム ・ヤング大学を

卒業 し，各地の定員会 で奉仕す るように

なるとき， もっともっとすばらしいホー

ムティーチャーになることでしょう。」

テリー ・レナハン長老定員会会長 は，

ジ ョージア州ウ ッドス トックの定員会 を

管理するよう召 されたとき， ホームティ

ーチ ングを改善 する必要があると感 じま

した。彼はまず，長老定員会が担当する

すべての家族を調べ，会長会3人 の監督

の下に，ホームティーチャーとアロン神

権を持つ後輩同僚を3つ のホームティー

チングチームに編成 しました。 また，定
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例定員会 レッスンの中に，ホームティー

チングについての特別 な訓練会を設け，

どのようにして家族 と親 しい関係 を築 く

か，不活発 な会員 をフェローシップする

か， などといった責任 について教 えまし

た。さらに，副会長 と共 に，一人一人の

ホームティーチャー と定期的 に効果的な

ホームティーチング面接 を行 なうことを

重視 し，入念 にフォローアップ し，励 ま

しました。 こうしてホ←ムティーチング

の統計 は，40パ ーセ ントか ら85パ ーセ ン

ト以上 に高まりました。効果的な訓練 と

面接 が， よりよいホームティーチングを

行なう鍵 となったのです。

サンパウロ ・ブラジル西ステーキ部の

アエロポル トワー ド部の長老定貝会会長

オデュバル ド ・サルバ ドール ・アマ トも，

定員会のホームティーチングを強化する

ことに熱心です。彼が最初 に長老定貝会

を管理するよう召 されたときは，家族の

20パ ーセ ントしか訪問を受 けていません

で した。彼 は， すべての家族 にホームテ

ィーチャーが割 り当てられ， ホームテ ィ

ーチングの報告が よりよく行なわれるよ

うに計 らいました。この ように述べてい

ます。「私 の定員会でホームティーチング

の実施率 が飛躍的 に増大 したのは，会長

会でよく計画 し，定員会全体 で活動 した

ためです。」

アマ ト会長はまた，定貝会 に入 ってき

た多くの新会員 を正 しくフェローシップ

することに力を尽 くしています。会長会

のひとりが， ワー ド部のバプ テスマ会 に

必ず出席 し， すべての新会員 をホームテ

ィーチャーに紹介 し，「新会員のためのホ

ームティーチ ングレッスン」か らレッス

ンを受けるよう取 り計 らって います。

ダラス(テ キサス州)第3ワ ー ド部 で

も， ホームティーチングはうまくいって

い ます。大祭 司グループ リーダーの ジョ

ン ・バー トランド，七十人グループ リー

ダーのポール ・ラーセン， そして長老定

員会会長 バー ン・ラーメンは， ほぽ100パ

ー セン トの質 の高いホームティーチング

を達成 するよう協力 しています。彼 らは

ホームティーチャーたちに，家族 に心か

らの関心 を持 ち，月初めに最初 の訪問 を

開始 し，必要 に応 じて 「2マ イル行 く」

努力 をし，誕生 日を祝 ったり， そのほか

家族のためにいろいろな奉仕 を行なうよ

う， またその後 も何回か訪問するように

勧めています。 テキサス州 ダラス西 ステ

ーキ部 ルーロン ・ブラフステーキ部長の

指導の下 に， ステーキ部長会 と高等評議

員は模範 を示 し，みずからホームテ ィー

チングを行 ない， また人々 を力づけ，霊

感 を与 えるようなホームティーチングの

面接を，定期的 に継続 して行 ないました。

この仕事 の成果 は，それ ぞれの神権者

が自分 の義務 を果 たし， ふさわしい生活

を送ることによって，神権の力 を得 よう

と努力するかどうかに大 きく左右 されて

います。・主はこのように言われました。

「およそ忠実 にしてわが今語れる二つ
しか

の神権 を得 ，而 してその天 よりの召 しを
つ く

全力 を尽 して遂行 する者 たちは，『みた

ま』により聖め られてその肉体再新 さる。

これらの者はモーセの息子たちとなり，

アロ ンの息子たちとな り，アブラハムの

子孫となり， また教会員 にして王国の民

とな り神 の選民 となる。

・この故 にわが父のもてるすべては

彼に与 えらるべ し。
つ

而してこは神権に属ける誓詞と誓約に
しか

よりて然るなり。」(教 義 と聖約84：33-

34，38-39)

神 権 定員会 と神権の業 は，教会 の将来

にとって最 も重要な鍵 となるものです。

もしすべての神権者が定員会の 目的 を洞

察 し，神権の業 の重要性 をより十分 に理

解 するな ら，み業 は飛躍的に進むことで

しょう。兄弟たちが霊的な 目標に向かい，

完全 な一致 と無私の精神で力 を合 わせて

働 くことによって得 られる可能性 は無限

のものです。そのような方法で達成 され

る神のみ業の力 は，かかわるすべての人

人に，想像 もできないほどの祝福 をもた

らすのです。
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15
歳 のとき，私 の学校の生徒 は ドイ

ツ軍の徴兵 に取 られ，組 当の教師

も私 たちと行動 を共 にしました。 それ は

第2次 世界大戦のことで，私 たちの任務

は対航空機砲兵で した。

我が家 は戦争には絶対反対 でしたが，

入隊は私の意志で決め られる問題 ではあ

りませんで した。 もし徴兵を拒否すれば

強制 的に連行 されたことで しょう。 こう

して心 ならずも私 は両親や妹 に別 れを告

げて，ハイステルベルグの森林地帯のふ

もとにある，生まれ育った小 さな農村ヘ

ウル ッセ ンを後 にしたのです。

戦争の始 まりとともに，私 は絶 えず導

きを求めて祈 りました。正義 を守 るため

にできる ことは何で もす ること， しか し

私 の状況判断が確かでない場合 にはそう

教 えてくださるよう，主 に願 い求 めまし

た。 そしてまた主が私の心 に注いで くだ

さる導きを疑 うことなく受 け入れること

を，主 と約束 しました。

私 と級友たちはハノーバーの近 くに駐

留 していました。そこで300人 か ら成る私

たちの部隊は，毎 日のように一堂 に集 ま

ってパーティーをや りました。私 を除い

てだれもが酒 を飲んだり， たばこを吸 っ

た りしていました。初めは私 も知 らなか

ったのですが，隊の最高指揮官 がパーテ

ィーの間ず っと私 を観察 していたらしい

のです。

ある 日，彼 は私 にどうして酒 やたばこ

をや らないのかと尋ねてきました。少 し

恥ずかしが り屋の私 は，酒やたばこが信

条 に合 わないだけですと答 えておきまし

た。部隊中で酒やたばこをやらないのも，

そして末 日聖徒 も自分だけだと思 ってい

たか らです。

「君 がそれをや らないというのには
，

何か特別の理由があるに違 いない。」彼は

なお も理由を聞 いてくるので，酒やたば

こは慎 む方が身体 のために良いと思 うと

話 して， その話題 を少 し避 けようとしま

した。15歳 という年齢では，酒 もたばこ

もや らないことを笑 われたり，男 じゃな

いと言われた りすることに耐えられない

ものなのです。事実仲間の兵隊たちはよ

く私を笑 いものにしていました し，指揮

官 もそれを耳にしていたからです。

「君 はモルモン教徒 じゃないのかね
。」

「はい
，そうです。」
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「どうしてそれを言 ってくれないのか

な」 と彼 は言 いました。

「私 は内気 で恥 ずか しが り屋 なもので

すから。」私はそう言 い訳をしました。「ほ

かの人たちがどんな反応を示すか，あな

た も見てご存 じだ と思いますが。」

「いや
， もし君がちゃんとそのことを

話 せば，反応 は変 わるんじゃないかな。」

彼 はそう答えました。

ある晩のパーテ ィーで，全員が大きな

テーブルの周 りに座 ると， いつものよう

に私以外の人たちは酒を飲んでいました。

私 は町で買っておいた清涼飲料水でも飲

もうかと思っていると，やは り指揮官が

私 の方 を見ているのです。

彼 は立ちあがる と言 いま した。「レー

デ，立 って くれないか。」そして全員 に向

かってこう言 うのです。「レーデがモル モ

ン教徒 であることを知 らせておきたい。

彼 は酒 もたばこもやらない。私 は君たち

がこのことを尊重 して くれ るように願 っ

ている。 もしこのことで彼 をからかう者

がいれば，その者 は営倉行 きである。」

私は驚いてしまいました。みんなが私

を見つめるので，顔が赤 らむのがわか り

ました。それから指揮官 はこうも言いま

した。「レーデ，これか らはみんなが町へ

行 って飲み過 ぎたときには，みんなが こ

こへ戻 って来 られるように面倒 を見るの

が君の仕事 だ。」

それからというもの，毎晩のように私

に一緒 に行 ってほ しいというグループが

後 を断ちませんでした。彼 らは私 を酒場

に連れて行 き，店 に入ると同時にこう言

うのです。「ハ インツには酒 はいらな い

よ。彼 は我々 を連れて帰 らなければなら

ないんだ。彼 は飲 まないか ら， ちょっか

いを出さないで くれ。」

もうそれ以上何 も言う必要 はあ りませ

んでした。このおかげで，ほかの どんな

方法にも増 して友達ができました。賢明

な指揮官が気づいたように， こうやって

隠 し立 てを しない方がずっと良 い結果 を

もたらしたのです。みんなは私 を心 から

信頼 してくれるので， どんなことが起 き

ても， いつ も私に一緒に行 こうと誘 って

くれて， しかも私 を守って くれるのです。

これは私 にとって証 とな りました。私 に

何 かしようとする人 はもういませんで し

た。
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戦争が終 わる半年前頃に，私 は新 しく

入隊 して きた若者たちに レーダー装置の

訓練 を施す隊の任務 に配属 され ました。

部隊はハルツ山地の シーセンに駐留 し，

私 も17歳 になっていました。ある日， ド

イツについての作文 を書かされ たことが

あり，私の作文 が最優秀 と認められたの

です。将校 は私 を隊員 たちの前 に立 たせ

ると次の ように言いました。「最優秀 の作

文おめで とう。君が ドイツ国家の将校 に

志願 するよう期待 している。我々は君の

ような有能 な人材 を必要 として いる。今

晩君から志願書が提出されることを期待

している。」

「今晩まで待 つ必要 はあ りません
。」私

はそう答 えま した。1「お断わ りいた しま

す。」

彼 はひどく立腹 したらしく，私 を処罰

しようとして言いました。「明 日もう一度

尋ねることにしよう。 それからあさって

も。」

「お言葉 ですが
，私 には志願するつ も

りはあ りません。」私 は彼 にそう告げまし

た。私 としては，国家社会主義の精神 に

納得 がいかなか ったのです。

私 の父はユダヤ人 と非常に親 しく，家

ではいつ も彼 らのために祈 っていました。

将校 は私にどうしたいのか聞きました。

「グループのみんな と行 きたいと思 って

います。」私 が答 えると，彼 の答 えはこう

でした。 もし私 が志願 しないと，命令 に

よってそのままここに残 り，若者 たちの

訓練 を続けることになるというのです。

それ以外 に選べる道 はあ りませんで した。

しかし自分 が残 りたくないと思 ってい

たグループ に強制的にとどまることにな

ると，かつてはあの将校 に命令 されたに

もかかわらず， まるでそこにいるのが当

然とも思 えるように，非常 な安心感 を覚

えるのでした。友達 はみなロシアヘ送 ら

れました。戻 って来たのはたったひと り

で，後 の全員 は戦死 してしまいました。

主 は私 の命 を救 うために，ふさわ しい時

にふ さわしい場 にいるよう，導 いてくだ

さったのです。

戦争 の間，私 はしば しば 自分 が守 られ

ていることを， そしてふさわしい時 にふ

さわ しい場 へ導かれていると感 じたもの

です。周囲の混乱 にもかカ、わらず，私 は

祝福 され，内なる平安を頂 いていました。

やがて戦争 も終 わ りに近づいて，ほか

め4人 の教官 と私 はベル リンに赴 くよう

命令 を受けました。当時そこにはヒ トラ

ーがいて
，戦局は終盤を迎 えていました。

ロシア軍が進軍 してお り，すでにイギ リ

スとアメ リカの軍隊も私 たちのす ぐそば

まで迫 っていました。

私 たちはベル リンヘ行 こうと話 し合 っ

ていましたが，私 はそのことについてず

っと祈 っていました。そして家へ戻 るべ

きだという思 いが強くなっていました。

戦争に負けているのにベル リンヘ行 って

も何の益 にもならないことは，私たちに

もよくわかっていました。一番 の親友 に

向かって私 は言い ました。「ギュンター，

ぼくは行かないよ。家へ帰 ることにする

よ。」

「ぼくも君 と同じにするよ。」彼 は答 え

ました。彼があまり早 く決めるので理由

を尋ねると，彼が言 うのです。「ぽ くはい

つも君 のことを見てきた。君が実 に信仰

深 いことをよく知 っているし，君 を尊敬

して きたんだ。君の決 めることを信頼 し

ているよ。なぜ って，天 からの導 きで決

めているに違 いないと思 うか らね。」

ほかの3人 の教官 も私 たちと行動 を共

にすることになり，私 たち5人 はベル リ

ンヘ向かう振 りを して出発 しました。監

視の 目が届かなくなる と，私 たちは森の

中へ駆 け込み，持 ってきた平服 に着替 え

ました。

アメ リカ軍がすでに森 に隣接 した幹線

道路まで来ていました。私たちは山頂 ま

で登 って身をひそめていました。 という

のは， そこならまだかな り安全だ ったか

らです。家にた どり着 くまでには2，3

週 間かか りそうでした。一枚 の毛布 に5

人 が もぐり込 んで森の中で眠 りました。

しか しそれでは端 のふた りは身体 が冷 え

て しまうので，1時 間ごとに場所 を交替

しなければなりませんでした。携帯 して

行 った食料 は3日 で底 を尽 き，後 は森 の

中で摘んだ木の実 を食べ ました。時折，

ドイツ人の家で食物 をもらったこともあ

りました。

初めてアメ リカ軍に出 くわしたときの

ことはよく覚 えています。 うっそうとし

た松の木立をようやく抜けると，今度 は

道路を渡 らなければならず，そこで枝 を

押 しのけた途端 に目の前に巨大 な戦車が
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立ちはだかり，私たちに銃 口を向けてい

たのです。

私 は肝 をつぶして しまいました。 それ

までにアメ リカ軍の戦車 はおろか， アメ

リカ人す ら見たことがなかったのです。

戦車 の上部が開いて，ひとりのアメ リカ

兵が顔 を出 しました。㌧アメリカ軍に解放

されたロシア軍捕虜がてっぺんに座 って

いました。彼 らには私たちが震 えている

のが見えたようで，ア メ リカ兵 は私 たち

にどこから来 てどこへ行 こうとしている

のかと尋ね ました。私 は家 に帰 りたいと

思っていると告 げました。 すると彼が言

うのです。「いやだめだ。こζへ飛 び乗 っ

て来 い。一緒に連れて行 こう。次 に止 ま

る所 で，君 たちをキ ャンプまで連行する

トラックに乗せることにする。」

戦車の上 に乗 っているロ シア兵 を見て，

私 たちの窮地 を救 ってくれそうな考 えが

浮かんで きました。戦争のさ中で も，そ

れ までの教会生活 で学んだ愛 の精神がい

つも心 にあって，私 はだれをも憎む気持

ちにはなれ ませんでした。私 は兄弟 の守

り手 となろうと考 えていました。

私たちのキャンプに捕 らわれていたロ

シア兵 はあまり良い扱 いを受けていませ

んでした。彼 らには十分 な食事 も与え ら

れていないのに，私 たちの方 には豊かに

あ りました。それで私 たちの飯 ごうを彼

らに洗 ってくれるように頼 み，彼 らもそ

れを承知 したのでした。彼 らに食べさせ

るためだけの目的で，いつ も飯 ごうに食

物 を残 したのです。

指揮官がそれ に気づいて私 を呼び寄せ

て言いました。「君は一体飯 ごうをどうし

ているのかね。」

「ロシア兵 が私たちに代わって洗って

お ります。」私はそう答 えました。

「私 の調べたところでは
，中に食べ物

が残 っていたようだが。」

「全部 は食べ られないので
， その中に

残 しているのであ ります。」

「そういうことは厳 しく禁止 されてい

ることを，君 も知っているはずだ。私が

君の ことを報告すれば，君 は困った立場

になると思 うのだが。2度 とやらないよ

うに。」彼 はそう言 って，私の肩 を軽 くた

たきました。
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そんなとき，私 たちから食物 をもらっ

ていたロシア兵のひとりが私に書 き付 け

を渡 し， ロシア兵の助 けを必要 とする と

きはいつでも， その書 き付 けを彼 らに見

せるようにと言ってくれたのです。

私はそ擁 灘 ツ 購 し論 でお嫌

のですが，戦 車と顔を合わせだζきにそ

のことを思 い出 したのです。 そこでポケ

ットからそれを出す と， ロシア兵 に渡 し

ました。読 み終 えた彼 らは突然 ドイ.ツ語

で 「友達，衣達」 と言 い串 し，声らに私

がロシア兵 に食物 を分 け与えた ことをア

.メ リカ兵に説明 していました。そ してア

メリカ兵fは次の ように言 ってく1薮ました。

「君炉ロシァ兵 に親切 にしてく靴たこと

を聞いたよ。君を導術 す肇の1まやめ犀し

よう5さ あ，行 きな1さい訂 、

私 たちは毒らに森の中崇進み続 け， 日

一 日と我が家ぺ近づ鱒すし∋き事し秘

、山
道 から見下 ろす 妬 アメリ・力軍め戦専演

通 り過 ぎるのが見 えました。 アヌ リカ軍1

趨 め鶏 会ってから恥 の数日懲?、 、
私たちは森に囲まれた山の斜面を准為で、、1

いたの1で鱗 急に私は奇妙な蜘!こ 輸 ・

・らわれ ました。私 は友人に下 りようと言

いまレた。す ぐ下 に戦車がいるところへ1

靭 よう・婿 ったりで越 響 齢 ま慨 、
た・「気騨 狂うた脅か・説麟 尊桝!蕎

のが見えないのかい，r渉ぐに撃ち落どさr

塾てしまうさ。」私はそ庖タこ、とに抵なぢ
ないと言いました1・私断 鱗 昼れば参 .
らないと、思ったのです。

マ
「ハイ ンツ

， そのことにういて祈 づたr

のかい。」ギ ュンターが尋ね ました。

「祈 ったよ。」私 は答 えました。

Tそ れじゃ
，ぼくは君 と一緒に行 くよ。」

彼はそれだけ言 うと，あとは何 も言い

ませんで した。

あとの3人 は残 りました。∫君の言 うこ

とはおか しいから，我々は一緒に行かな

いことにする。君たちは敵 の手に落ちる

ようなものさ。」

私 たちは全速力で斜面を下 りて行 きま

した。私 よ りもかな り大 きいギ ュンター

が私 の腕 を取 り，ほ とんど私 を引きずる

ようにして行 きました。 しばらくする と，

残 りの3人 も私 たちの後を追 って走 って

来 ました。 なぜかわからないけれど，一

緒に行 さたくなっだとやうのです。1さら

に山を下 り。続けると，やがて森の外へ串ま

し た 。 、

嘩 出た締 鵜 挿 に禁 擁 家・，・
があ りました。木々の間 を通 り抜けると

戸が開 いて，中から男の人が現われて言

いました。「急いで入 りなさい。」私 たち

が中に入 ると，彼 は ドアをバタンと閉め，

牛小屋 のわ らの下に私たちを押 し込 めま

した。アメリカ軍の厳 しい規則で， ドイ

墾 鯵 首まラことは禁じられていたか
らでず。

私たち、がかろラじてやらの中にもぐり

込んだ彰こラで恥ア暑鷺ウ軍の戦車彰ト

勿 クが彰 華 て瀬 蘇 て・、、山姉
へ上がって行きました。・彼 らがそ影まで

上がって行ったのに，そ斡が初めてでし

た諏 鯛 後曝 空 獅 とき，に!ま鋒 、
ラックはキャンプヘ運行 する ドイツ兵 で

い，っぱいでし癒・

再び主は私麟 を鱒 栖 い騨 ふさ

，わしい揚へ導 収 響 さった解 諺・

7刈 輝 が山靴 掃して晒 た働.私
たちはそ卯農家糞後にして再び我拶容外 ・一

，の溝 進み続嚇 し㍗・その鱗 』日翌頂・、・

も・う一度アメリカ軍に足止夢を食づ歪しヂ、

まいました。私'は最初話をしませんでし』へ

た。英語が話す参吟振噂・をしよう孝墨 ら1

』⑫ 鯵 講 麺 話はとうでしたqF「鶴 、
をこご晦 韓 てお.こう・次の ドラッ1ク

嘆 璽 静 緒 鱒 ぶことにしよ軸
トラツグは搦 紛 ご類 通?れ)鞄 島

.私たち ぼ トラヅ.クが来るの をじ「うと待 ・

っていました。1時 間以上 も待 ち続けて

いたのに， トラックは来 ませんでした。

ついに私 はひと りの憲兵 隊員のところへ

歩いて行 きました。

そこで私が 自分の身分 を明かすと，彼

は驚 いたように言いました。「ああ，びっ

くりした。突然英語 で話 しかけて くるも

のだか ら。ゴ1

「はい
，私 は英語 を話 します。学校で

習いました。 ちょっ・と怖 かったものです

から。」

「いくつになるの
。」彼 に聞かれて，私

は17歳 半 だと答 えました。

「今 まで どこにいたのかね
。」

そこで私 は， それまでに私たちが体験

し噂 き為ことヴ平服 を着でいるわけ，家

に帰 りたいと思 ってい，ることなど，洗い

ざらい話、して，聞か茸 ました。1彼は私の話

、 が正 しいかどうか擁 かめるため1こ・私
たちの所属 していた部隊へ電話をかけて

確認しまρ裁 ，それから長い間私を見う

めてこう言いまレ匁 「私にも君ぐらいの

1年の，男の子がレ】てね。もし彼がお母さん

1、、り待う我が家緩帰りたいとだれかに言っ

たどした啄 、鶴礁そ卯機会 を与えてほし

いと思うタgl，1こ瞭璋を行くとアメリカ軍

桐 鏑 麟 観 あちらの道今行1ナば

卑うから鱒 礁 ろ・うρ幸運を祈るよ。」
.とうと難 雌 弊 唖 づいて来まし

・た6し 少し1
、』あら燐為道牟欝じられてい

ました、・，電軸 舗 繊 軸 バスも電，
1恥 あ購 ぜ脳 肺 懲 相変姉 ず11[

、に獅 麟 僻 勲 麺 馨 進んで行き
まレた9，
、稗 岬 鱒 嘩 碁 知ってレ寵

)のす 近所鞭 紅 峰'こ 縛 わカ・畔

)た 。ぞこで騰案の裏庭璽門を導塑抜け
為だけ煙 鰭 考え庵 琳 たち磁 し

て門を開けました。 ととろが，・地ねずみ』

・
，鎚 幡 舜 め畷 置醗 撫 存オ轍 虻
音舷 てて墜 嚇 し樹 その恥 飛び

.あ 穆 ん働 響 購 謄 傭 私姻 では

な夕 ，.購 躯 糖 騰 燦 商 つけて
』釆ましな

。し、か忍私が1無事羅家紀たどり

着糖準翠とを知ち1て〆 とでも喜んセくれ

ました計そして友人たちが寒路に着く前

に食料を妹に持左せて，彼らの待つ森へ

届けさせました。

私たちにこ耽らのことができたのは，

主が、ζ・さわしい時にふさわしい場へ導い

てくださったおかげです。

祈りは私にとって力でした。いつも私

の力となってくれました。絶えず導きを

求めて祈ることで，すべでがうまくいく

という非常に平安な気持ちを抱くことが

できました。そして事実そうなったので
ささ

す。私 の愛を主 に捧 げなかった 日は1日

たりともあ りませんで した。それは主が

私の命 を助 けて くださったか らだと思 い

ます。私 は常 に主に心 を向 けてきました。

私が主 の戒 めを守 り，主の導 きを受ける

にふさわしくあれば，主が守 ってくださ

ることを知 っていました。 そして確 かに

主は そのようにしてくださいました。
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麗 ・麗 ・鰯 ・響 ●本誌の解答は問題解決の一助として与えられたものであ

り，教会の教義を公式に亘言するものではありません。
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一っ の深遠 な問いが投げかける深い意

』 味 について考 えるとき，私 たちは

たちまちのうちに， 自己の理解 を越 えた

世界 に足 を踏み入れようとしていること

に気づきます。 したがって， ごく一般的

なことをお話 しする方がよいでしょう。

イエス ・キリス トはこの地球の救 い主で

あり，またこの広い天空に無限に存在 す

る，数々の世界の救 い主でもあ ります。

今回のご質問については， 多くの部分 が

いまだ明確にされていないということは

ありますが，幸 いにも今 まで に数々の重

要な洞察 が加 えられています。予言者ジ

ョセフ ・ス ミスや後 の教会 の指導者 は，

天父 からの啓示 や霊感 に満 ちた聖旬 を用

いて，イエス ・キリス トがこの地球の救

い主 であるばか りでなく， ほかの世界の

救い主で もあることを教 えてくれていま

す。

神 の御子は，万物 の創造主であ り， し

かも願い主で もいらっしゃいますので，

両方 の見地か ら考えてみ ましょう。1830

年 か ら1831年 の教会初頭の時代 に予言者

ジョセフ ・スミスに与 えられたモーセの

書には， この ことについて重要 な鍵 とな

る事実が記 されています。 モーセが神 の

栄光 に包まれ，神 とまみえたときに受 け

た示現は，「モーセまた多 くの土地 を見た

り。 その一つ一 つは陸 と呼 ばれ， その陸
おもて

の面 にはそこに住む人々あ りき」(モーセ

1：29)と いう言葉 によって表わされて

います。さらに目が開 けて，すべての物

解答者

ラ リ ー ・C・ボ ー タ ー

(ブリガム ・ヤング大学宗教研究

センター教育歴史部ディレクター)

なにゆえ

が見 えたとき， モーセは 「何故 にこれら

のことか くのごときや。神 は何 をもてこ

れ らの ものを造 りたまいしや」(モ ーセ

1：30)と ，神 に尋ねました。その答え

はこうで した。
ことば

「われわが力の言 によ りてこれ らのも

のを創 りたり。 そのわが力の言 とは，わ
ひとりご め ぐみ

が生みたる独子のことに して恩恵 と真理

とに満てる者なり。
しか

われは，無数の世界を創 りた り。而 し

て， またこれらはわれ 自らの 目的あ りて

造 りしな り。而 して，わが子 によ りてこ

れらの世界 を創 りた り。わが子とは， わ

が生 みたる独 子 の ことな り。J(モ ーセ

1：32-33〉

このように，御子 は御父のみ言葉の も

とに無数の世界を創造なさったのです。

この事実 は，時の絶頂に至 り，使徒パウ

ロによって確認 されました。 パウロは前

世 においてイエス ・キ リス トが複数の世

界 を造 る準備 をしてお られたことを知っ

ていました。

「神 は
，むかしは，預言者たちにより，

いろいろな時に， いろいろな方法で，先

祖 たちに語 られたが， この終 りの時には，

御子によって，わたしたちに語 られたの

である。神 は御子を万物 の相続者 と定め，

また，御子によって， もろもろの世界 を

造 られた。」(ヘ ブル1：1-2)
あがな

御子が この地上 の照い主であられるこ

とに関連 して，予言者エノクはアダムの
とが

瞥 について 「神の子始祖の罪を贈いた ま

えり」(モ ーセ6：54)と い う天 よりの教

えを受 けました。そして腰 いの状態 につ

いてはさらに詳 しく 「わが生みし独子の

血 によ りて清 められて天の王国に入 らざ

るべからず。 かくして汝らすべての罪 よ

り清められ， この世 に於 て永遠の生命の

言 を受 け，来 るべ き世 に於て永遠の生命，

まことに不死不滅 の栄光 を受くるな り」

(モーセ6：59)と 教 えられ ました。この

地球で主がなさる大切な働 きが照いであ

るとすれば， ほかの世界で主は照い主 と

して どのような使命 を受 けていらっしゃ

るで しょうか。1832年 ， オハイオ州ハ イ

ラムの ジョン ・ジョ、ンソンの家で，予言

聖徒 の道/1986年11月 号 19



者 ジョセフ ・ス ミスとシ ドニー ・リグ ド

ンは， ほかの世界 におけるキ リス トの使

命 について 「栄光 に満 ちたる示現」 を受

けました。
つ な

「さて
， この子羊 に就 きて為 されたる
あげ く

様々の証の挙句，われらの為す最後の証

はすなわち 『主は実 に生 きたもう』 こと
これ

是な り。

われらは，彼 がすなわち神の右 に座 し

たもうを見 たり。 また，御 父の生みたも
ひとりご

う独子 なりと証 した もう声を聞け り。
もろもろ

すなわち諸々の世界は彼 の手 によ り，
よ

彼の手 を経 て， また彼 に因 りて先 に作 ら

れ，また現 に作 られ， これに住む者たち

も皆神 より生れたる息子 と娘なることを

証 したもう。」(教 義 と聖約76：22-24)

ほ かの世界で もキ リス トが救いにかか

わられるであろうことは推測で きますが，

上記の聖句だけでは， はっきりと知 るこ

とはできません。しかしそれ は，この「栄

光 に満 ちたる示現」から数年後 に，予言

者 ジョセフ ・ス ミスによって明確化 され

ます。 ノーヴー時代(1843年)， 予言者 は

教義と聖約第76章 に記 されている 「天界

の示現」を詩によって説明 したのです。

ジョセフの詩を紹介するにあた って， タ

イムズ ・アン ド・シーズンズ社 の編集者

は前書 きに，次 のように書 いています。

「この世の狭 あいな制約 を何 ひとつ受

けることなく， また地上のあらゆる有能

な物体 を超越 して，彼の思 いは， ほかの

数々の王国へ と舞い上が り，永遠の秘密

を解 き明かす。 そして，造 られた諸々の

世界とほかの天体，それにその世界を制

御する律法 とそこに住む人々の有様に思

いを馳せるのである。」(「タイムズ・アン

ド・シーズンズ」4181)

ジ ョセフの詩 は，教義 と聖約76：22-

24と 呼 応するものです。

しか

而 して今，すべての証 はなされたり
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あかしぴと

真の証 人 によ りて，彼を知 りし者に

よりて

こは，最後 にしてなしたる我 が証 な り

主 は生 きたもう，実に生 きたもう

而 して神 のみくらの右 に座 したもう

我，天 より出ずる証の大 いなるみ声を

聞け り

彼 は救 い主，神 の独 り子な りと

諸々の世 界は彼により，彼の手を経て
よ

また彼 に因 りて先 に作 られた り

天にてなされ し， このみ業 は
すぺ

疑 う術 なく明らかな り

は じめ

世 の太初 より終わ りまで
よろずびと

諸々の世界 に造 られし万 人は

我 らを救 いた まいし救 い主

そのお方によ りて救わるるな り

我 らは皆，神 よ り生 まれ し，冒、子と娘

全 き真理 どみ力 によ り，我 らは皆

救わるるな り

(「タイムズ ・アン ド・シーズンズ」4：

82-83)

予 言者 は 「諸々の世界 に造 られ し万人

は，我らを救 いたまいし救い主，そのお

方 によりて救 わるるなり」 と， はっき り

述べています。 ジョセフはまた， この重

要 な出来事 が真実 であることを次のよう

に強調 しています。

「我
，予言者 ジョセフは，神 によ りて

示 されたる永遠の縮図を，過去，現在，
まなこ

未来にわた り霊の眼 によ りて確かに見た

り。」(「タイムズ ・アン ド・シーズンズ」

4：82)

ジ ョセ フ ・スミスによって明 らかにさ

れた真理 の数々は，後 の指導者たちによ

って証がなされています。オル ソン ・プ

ラットは次の ような見解 を明 らかにして

います。「もし原罪に対 する罰 が，肉体 と

霊 との永遠の分離であるならば，正義 は

いかにしてその要求 を満 たし，罪人への

あわ

憐 れみはいかなる形で示 されるのであろ
すぺ

うか。その術はあるのだろうか。あると

すれば，またいかなるものであろうか。

それは，神 の愛する独 り子，神 のふとこ

ろに抱かれた方，万物の長子，万物 に勝

る生得権 を持ち，あ またの世界の救 いの

鍵 を持ちたもうお方によるのである。こ

のお方がいで来 たり，堕落 した人の烏、子，

娘 たちの死 という罰の苦 しみを代わ って

お受 けになる権能を持 っておられるので

ある。」(「オル ソン・プラットの説教 と著

述」N・B・ ラン ドウォール編，pp.361-

62)

同様 に， ジョン ・テイラー大管長 は，

イエ ス ・キリス トは諸々の世界 の造 り主

であ り 「地球以外 の世 界」 をも指揮 する

鍵 を持 っておられることを，また諸々の

世界にかかわる救 いの鍵 もお持 ちである

ことを公言 しています。(「仲裁 と瞭罪」

pp，76-77参 照)

現 在で もこのテーマは聖典 を愛する人

人によって説かれています。 マリオン ・

G・ ロムニー長老は， イエス ・キ リス ト

が諸々の世界にわたる天父の広大 なご計

画にかかわ りを持たれ たことを認めてい

ます。

「イエス ・キ リス トは万物 の造 り主で

あり，救い主である。 また全世界の主で

もある。死 すべき肉体 を持 っての使命が

この地上において成 し遂げ られたことは

別 として， ほかの諸々の世界 に住 む人々

と主の関係 は，我々地球の人類 と主の関

係 とまったく同じなのである。」(『全宇宙

の主イエス・キリス ト』「インプル ーブメ

ント ・エラ」1968年11月 号 ，p。46)

ブル ース ・R・ マッコンキー長老 も同

様 に証 しています。「イエ ス ・キ リス ト

は，人間の力では数 えることがで きない

ほどたくさんの世界の造 り主であ り，照

い主で もあ られ ます。」(『キ リス トと創

造』「エンサイン」1982年6月 号，p.10)
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士の裾野,西 湖のほとりで6ス テーキ部

(静岡,横 浜,東 京,東 京南,東 京西,

町 田)合 同の独 身成人サマーカ ンファレ

ンスが開催された。6ス テーキ部合同の

大会 は今年 で2度 目である。参加人数 も

去年 を上回 り,た くさんの兄弟姉妹が元

気いっぱいに顔をそろえて,大 会 の幕 を

開けることがで きた。手 さぐりで準備 が

進められた昨年の合同大会 とは打 って変

わって,今 年は実行委員会,各 ステーキ

部 のスタッフともキャリア十分,｢去 年 よ

りも良いものを｣と いう意気込みが随所

に見 られた。実際 どのプログラムも良 く

準備 され,こ の1年 間での一人一人の成

長がうかがえるようなものばかりであった。

8月13日,昼 過ぎには西湖入 りした各

ステーキ部 からの約400人 の 兄弟姉妹 が

体育館 に一同に会 し,開 会式が始 まった。

会場が山梨 とあって名将武田信玄にちな

んだ時代劇風の脚本 に｢Doit｣の テーマ

を込 めてスキ ットが演 じられた。兄弟姉

妹の名演技や,駆 けつけてくださった地

区代表の浅間玄也長老の りりしい武将姿
カっさい

でのあいさつに拍手喝采が起 こるなど,

楽 しい開幕 となった。それだけではなく,

これから始 まる4日 間,｢人 か ら何か して

もらうことを期待するよりも,自 分 が周

りの人のために何か してあげよう｣と い

う決意を一人一人の胸 に新たにさせる開

会式であった。

夜 には｢広 場 の時間｣が 催 された。各

ユニ ットで準備 した模擬店 は,氷 屋,駄

菓子屋,ク ッキー屋 などなつか しく楽 し

いものばか り。屋外 ステージでは大会の

テーマソングが演奏 され,ダ ンスパーテ

ィーが始 まるなど,静 かな木々に囲 まれ

た山の広場 は一変 してお祭 り広場 とな り,

にぎやかな夜 となった。 この 日はまだ初
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日,ほ とんどが初めて会 った人たちであ

るにもかかわ らず,何 年 も前か らの友人

であったような思 いがするのは,そ こに

神様の愛のみ手があって私 たちを温かく

包 んで くだ さったからであろう。

2日 目は,丸 一 日かけて｢な るほど･

ザ･タ ラン ト｣が 行 なわれた。これはそ

れぞれの才能 を伸ばそうという企画で,

登 山,テ ニス,手 話,ダ ンス,合 唱など

13の コースが用意 された。 まるっきり初

めての ものにチャレンジする人,普 段 か

ら興味のあるものをよ り伸 ばそうという

人,才 能 を生 かし先生 として奉仕する人

など様 々であったが,ど のコースも充実

した一 日となったようである。 ある求道

者 の姉妹 は,以 前からやってみたいと思

っていた手話 のクラスに出席 したのをき

っかけに,帰 ってからも地元の手話教室

に通い,手 話 をマスターしたいとは りき
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をはじめ,180余 人 の兄弟姉妹 が参加 しま

した。

東北地方にステーキ部ができてから初

めての合 同大会 ということで,準 備 の段

階からすべてが未経験 のことで した。 ま

ず,各 地方部,ス テーキ部 の独 身成人の

代表が集 まって中央実行委員会を組織 し,

また各ユニ ットごとに実行委員会 を設け

ました。 そしてプログラムの準備 も分担

制 にしました。広い東北の各地 に実行委

貝が散在 しているため,中 央実行委員会

を開 くのにも各人の大 きな犠牲が必要で

した。 それにもかかわらず｢東 北の若人

一人一人が
,燃 えるような証を得 ること

ができたら……｣と の思いが私 たちを駆

り立てました。

会期 がお盆 と重なったこともあ り,参

加 が危ぶまれる人々もいましたが,た と

え一 日だけでもという熱意を持 った兄弟

姉妹 の参加 に彼 らの強 い信仰 を見ること

ができました。夜勤明 けの状態でその ま

ま大会 に合流 して くださった兄弟,仕 事

の都合でまだだれ も起 き出さない午前4

時 に退所された姉妹,最 後 の証会のため

だけにわざわざ遠路参加 してくださった

方々など,彼 らの主に対する姿勢 はすば

らしいものでした。一方,自 分 の友達 と

一緒 に参加 された兄弟姉妹 もいて
,隣 人

愛を実践することによって,よ い伝道の

機会 ともなりました。

日頃交流が少 ない地方部 とステーキ部

の若人が一同に会 したということで,あ

る程度の混乱が予想 されましたが,15人

のグループ リーダーの兄弟 たちと彼 らを

●
七
ク

ラ
ス
に
分

か

れ

て
行

な

わ
れ
た

セ

ミ

ナ

ー
。

(
左

の
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ク

ラ

ス
)

孟欝

轡

警

支えた15人 のサブリーダーの姉妹たちの

献身的な働 きにより,皆 がひとつとなる

ことがで きました。

盛 岡地方部が担当 した第1日 目,紹 介

ゲームやウル トラクイズで楽 しんだ後,

夜 はキャンプフ ァイヤーでいくっかの支

部やワー ド部の寸劇 の発表 やフ ォークダ

ンスがあ り,や み夜に包 まれたひとつの

空間で幻想的なひとときを過 ごしました。

仙台ステーキ部担当の第2日 目,地 方

部長会や ステーキ部長会,伝 道部長会 の

役員の方々を講師として,伝 道や結婚,

神 殿･系 図,社 会 の中でのモルモ ンとし.

て のあ り方など7つ のクラスに分 かれて

セ ミナーがあ りました。特に藤村ステー

キ部長は姉妹 と共に,神 殿結婚 のすばら

しさについて,ま た青柳伝道部長は宣教

師の召 しの神聖 さについてレッスンされ,

各 クラス ともみたまにあふれたセ ミナー

で霊的な糧 をたくさん得 ることがで きま

した。

その後,約10キ ロの道の りの課魎 ハイ

キングでは;1歩 間違 うと自衛 隊の演習

場 に入 ってしまうというコースに各グル

ープが一丸 となって取 り組 みました
。途

中,期 せず して大粒 の雨が降 り,立 ち往
ら

生しましたが,実 行委員がひざまずいて

祈 ると.主の祝福 により雨 は上が り,ひ と

りの事故 もなく終 えることができました。､

くたくたになったその夜は,日 頃気に

しているものの,な かなか話 し合 う機会

がないことをテーマに取 りあげ,デ ィス

カ ッションアワー として本音でぶつかり

合い,白 熱 した討議 を交 わしました。

4ロ ーカル

郡 山地方部担当の第3日 目は大会 を締

め くくる証会 でした。青年の家の講堂 に

は,み たまが共 にあって,こ の大会 で得

た証 をみんなで分かち合 いました。｢ぼく

は伝道 に出ます｣と 宣言された兄弟,｢神

様 は確かに生 きてお られ ます｣と 涙なが

らに話 される姉妹,｢こ の大会が終 わって

も私 たちはいつまで も同じグループの仲

間です｣と 言われたグループ リーダー。

だれ もが,主 から与 えられた祝福 に感謝

いたしました。皆 の証のあとに藤村 ステ

ーキ部長が
,18年 前 にご自身がまだ求道

者 だった頃,東 京でベンソン長老 をお迎

え して行 なわれた独身成人全国大会 のこ

とを振 り返 り,｢こ の大会が皆 さんにとっ

ての出発 です｣と お話 しされ ました。最

後 に青柳伝道部長が話 され,若 いときに

行なうべ き4っ のこととして,① 高い学

問 を身につけること,② 伝道 に出ること,

③神殿結婚 をすること,④ 生涯喜 んです

ることのできる仕事 に就 くこと,を メッ

セージとして頂 ぎました。

大会 を通 じ教会 の外 で福音を実践す る

ことの大切 さについて よく知 ることがで

きました。青年の家 に宿泊 している人が

全貝参加 するタベの集 いで,讃 美歌｢家

庭 の中に｣を 歌 い,ほ かの団体 の方々に

もよい気持 ちを味わっていただ くことが

で きました。 また,退 所するとき,青 年

の家の職員 の方の前で 丁神 よまた逢 うま

で｣を 全員 で合唱し,大 変喜んでいただ

くことができました。

多くの兄弟姉妹 が燃えるような証 を持

ち,伝 道 を,そ して神殿結婚 を決意しま

した。この大会のために各人が犠牲を払

いましたが,主 から受 けた祝福 はその幾

倍 もあり,個 人の内面 において多かれ少

なかれ変化があった3日 間でした。

この大会 を行 なうにあた り,実 行委員

の方々はじめ,多 くの方々が全力で働 い

てくださったこと,ま た指導者の方々が

最:後までよくフォロー してくださったこ

と,そ していつも主が そばにいらして必

要な助けと導き,励 ましを与えてくださ

ったことに心か ら感謝 いた します。(レポ

ーター:サ マーカンファレンス実行委員

長･渡 辺健二)
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10周年を

迎えた熊本

支部新聞｢道｣

葦

撫

支部長会のメッセージを

掲載し,ホ ームティーチングで

活用

●｢道｣の 編集委員(須 恵耕二兄弟〔左〕,井高

寛兄弟,阿 部登美子姉妹〔左〕,東 條 由加利

姉妹)

●(右)今 年の4月,第120号10周 年特集が

組 まれた｢道｣

道
第 ■20号

4月 支 音β長 会

6メ7セ ージ 主 は私違に先祖の救いを此くして おられます.

〔D邑CΣ認=15～1㊧

6チ やレンジ 必ず遍一まは累図作成の為に時簡 を作 りま しょう.

〔毎週聖餐会後｣ホ ールにてEQ主 催 の系図相陵所⇒咽;かれています

ので働判用下さい｣

198ε年度 熊本支師年聞テーマ

汝 ら我 が 戒 めを 守 らば 地 に栄 ゆべ し

1瞼5年4月 鱈本支部新聞｢這｣

発行=末 日蟹徒 イエ ス･串 リス ト散会 熊本支部 広報聾員会

O麗2蟻 本市保田匿本町952･4倉09磁7田0

§ も み の 木 懸

*私 の 匪禦

藤田 明智支音闊L吉 村 みどり賄怯

新聞が発行され満LD周年を迎えました.こ れまで多くの 私は､こ の6月 で韓宗 してか ら16年目に人ろうとしてい

兄剃 庸妹がその発行に当たoて 苦労して来られました.そ ます.私 の蜜族 は､おばあさんが仏数からカトリ7クに改

の全ての人々に心からの感紺とお礼を申し上げます.こ れ 宗して以来､親 艘全員が力 トリ7ク匿なり私は生 虞れてす

か らも皆様の協力のもとで更に良告新閨が発行され硯けら ぐに溌礼 を受i玉 その慣界の中で胃ちまし虹.おばあさん

れ愚様.心 か ら願 ワています.が 何故力 トリックに醜宗 したかは厚から豚い沈のですが.

あ6人 ヵ嚇 の頃τ一六野齪 弓弛齢じいち,ん を亡くし おじい富んという人に井欝におと准しく･Pとし6'臨 へ

ました6その時その少年は､残 された優しいおほあ5● ん 力強い男 まさりのおばあさんと しては､禺 い男に頼 るより

がかわいそ う炬と患い､何 故死んだのか､何 故おばあろφ 宗鼓に頼 る選 を運んだ との ことで､た ま記ま行 りた所がヵ

んを一人に したのかと喫臥 泣きました。少年が籍年になrト レックでしかもその 当時｣男 の人と女の人がたとえ家該

た時､そ の優 しか ったおばあちウんが亡くなりました.で も別々に座 って いた瞳 見てここだと思っ彪いう阿とも

しか し､その時膏年 は心に｢お ばあち,ん､お じいちゃ 頼りないおか しい ようなき っかけだったそうです.

んと一堵に住める樽に神段で身替わりの儀式が受けられる しかし､母 は信即 の篇 い人で私は毎靱6噂 から蛤まるミサ

様に してあげ るか らね.盤 昇で福背を受け入れるん悲よ.｣に 毎朝一緒 に集 ってい 喪した.で も中学を纏え高校 に入る

と思 い､そ う望い重 した.頃 から目分の信仰 に疑閣を詩ち始め自分が肩を僑じτいる

私違 は､室接は共に永還に住めると償じτいます。復活 のか考えれば考え る程分か らな くなってい告裏した.礼拝

をし､主 の蜜で毒祖に生活で巻ると儒じています。では亡 堂で30分も団分 も座 って十字梨を見続り､祈 り続島,たこと

くなった完祖の方々はどうなるのでし二う.そ の各えも然 もありました.そんな私が この末日聖能イエス･キ リス ト

リで すね.私 遂は 自分違だけτなく亡くなった先祖の方セ 教会に改宗し紀の は､東窟でモルモン唖を翼ったことがき

の復活 と救いを信 じているりであれば､何 故もっと系図壱 っかけでしたrモルモ ン瞳を紹介してくれた人の目の輝き

害けない ので しょう.侮故 も㌔と禰駁に行く入が増えな帆 と当晴ゐ0円 とい う畏 さ魔ひかれました.最 胡はジ冒セフ

のでしょう。 その原因をよ く考えま しょう.･ス ミスとい う人が留書に似せて霞いた本だと忠いました

皆さん睦､大好 音だ うたお じいちφんや優しかったおビ カ曳 暁め ば陰む租､こ れは人のカでは書けないと恩 い衷 し

あらやんと一輯に主の王国に住みたいとは思いませんか㌧ た.そ して教会を尋ね重敬師から瞳復のメッセージを闘い

そ職 燃 齢 縦 呪 国に人描 楓 秘 がその階 貯 塒 煙 耽 恥 と冨び･鮪 偽 きり蹴 えて瞭 す･

いてあげな｣地 ビいけ鯉 ん.鍵 ん､闇 砺 切 踊 ド,.綿 駐 の搬 の一鮎 して生甜 鮎 縦 本 獣 闘 し

　　　　霧灘墜ll塗蒙欝 驚

午
後12時 を回 った頃,私 は輪転機 か

ら新聞が刷 り出 される光景 を眺 め

なが ら,何 とも言 えない喜 びに満たされ

ていま した。熊本支部新聞｢道｣(月 刊

紙,B4サ イ ズ,平 均4ペ ー ジ)第120

号 。私 はこの10年 の歩 みの中で,広 報委

員 に召 された兄弟姉妹 が感 じてこられた

すばらしさを,そ の とき改めて感 じたの

でした。

私が広報委員長 に召 されたのは去年 の

5月 のことです。委貝不足が原因で｢道｣

の発行 が苦 しくなっていたとき,藤 田支

部長から言われた｢何 とか して以前のよ

うに2枚4面 に紙面を増や して新聞を活

気づけたい｣と いう言葉に私 も心 から賛

同 し,こ の責任を受ける決意 をしました。

と同時に私にとって非常 に強力な広報委

員を召 して くださったことに心か ら感謝

しました。10年 と言えば,私 が教会 に入

る2年 も前から続いているわけですか ら,

伝 統 を汚す ことがないようにと最初 は懸

命でした♂ しかし,広 報委員会はすぐに

スムーズに動 き始 め,自 分たちの作 った

新聞が支部の皆 さんか ら｢お もしろいよ｣

と言ってもらえるようにな りました。

この新聞を作 るきっかけとなったの は,

教会堂が建築宣教 師と会貝の手 によって

建 てられることとなった10年 前 にさかの

ぼ ります。当時,支 部長であった中村良

昭兄弟(現 在,福 岡伝道部第一副伝道部

長)は,建 築が始まるときに,建 築 とい

う業がいかに大変なものであるかをいろ

いろな方々から聞かされるにつけ,支 部

の教会貝一同が気持 ちをひとつにし,万

全に備えなければこの業 は完成 しないと

強 く感 じました。そこで｢広 報｣と いう

手段 を考 えられたのです。｢広報 を通 じて

教会 の出来事 を伝えることにより,会 員

の心 を教会 に向けさせ る｣と いう計画 は

成功 し,そ れから2年 後には立派な教会

堂を完成させることがで きました。

中村兄弟はもうひとつ,新 聞が続 いた

理由 として,支 部長会 のメッセー ジを載

せた新 聞をホームティーチングに取 り入

れたことにあると言われました。そうす

ることにより,新 聞の必要性が 自然 と会
　

員 たちの間に浸透 していったのです。

建築 を引 き金 にスター トした｢道｣が

ここまで続いて きたのは,こ ういった背

景 を通 じて支部 の会員 の中に｢道｣が 根

づいていったことにあるのでしょう。原

稿 を依頼 しても嫌 な顔 ひとつせず,引 き

受けてくださる会員の方々に,ど んなに

助けていただいていることでしょう。

現在4人 の委貝 でひ とり一面ずつを担

当しています。簡単 に内容 を紹介 します

と,一 面 は支部長会 メッセー ジや改宗者

の証,二 面は特集のページとして様々な

記事 を載せています。三面 は,お もに伝

道 のページで,宣 教師や新会貝の紹介,

そ して簡単な 日常英会話 をお もしろおか

しくつづ る｢ワ ンポイン ト英会話｣,四 面

は教会菜園の農事 メモや誕生 日,そ のほ

か支部の記録や公報のぺ｢ジ として使 わ

れています。

｢支 部の記録 として恥 じない新聞 を作

る｣と いう目標 に添って,毎 月新聞発行

に携 わることができますので心か ら感謝

しています。新聞 を通 して教会 に再び来

られるようになった方々と会 って話 をす

るとき,こ の責任が神様か ら与 えられた

ものであると心から感 じ,神 様が生 きて

おられると強 く証することができます。

そしてわずかながらもいろいろな形で,

主 のみ業 に携わることがで き,心 からう

れ しく思います。(レポーター:熊 本支部

広報委員長･須 恵耕=)

"や 解

解:乙2

Yi
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そのような状況 の中でも明るいニュー

スがあ りました。1983年9月8日 にご両

親に先立 って息子 の弘中量兄弟(10歳)

が バプテスマを受 けられたのです。久保

兄弟姉妹が蒔 かれ,渡 辺兄弟 たちが育て

ておられた福音の種が このような形で芽

ばえ始めたのです。 その後,教 会 に元気

に集 う量兄弟 の姿を目にすることがで き

るようになりました。そして,お 父さん

の弘中兄弟の改宗にこの量兄弟が大 きな

影響 を与 えることになったのです。

1985年 の春,量 兄弟は中学校入学 を前

にして,彼 が習 っているバイオ リンの レ

ッスンについてご両親の弘中兄弟姉妹 と

話をしていました。量兄弟 にとってこれ

から本格的にバイオ リンをや っていくた

めには,そ れまでよ りもさらに一層 の覚

悟をし,練 習を積 まなければな りません。

ご両親が彼の決心を確かめた とき,彼 は

お父さんに向かって次のように言いまし

た。｢ぼくが本気でバイオ リンの練習をし

たら,そ の代 わ りにお父さんは教会の こ

とをまじめに勉強 してくれる?ぼ く本

気でバイオリン練 習するよ。｣これは彼 に

とって思 わず口をついて出た言葉でした。

｢よ し
,そ れは男 と男の約束だからな。

お前が1年 間バイオ リンの練 習に打ち込

んだなら,。お父 さんも真剣 に教会のこと

を勉強 しよう。｣弘 中兄弟は答 えました。

､このときか ら約束 の履行のために量兄

弟の努力が始 まりました。彼は毎朝3時

か4時 には起 きてバイオ リンの練習を始

め,平 日には4時 間ぐらい,休 みの 日に
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は6時 間ぐらいの練習をこなしていきま

した。彼 はこれをご両親から言われてや

ったのではなく,毎 日自発的 に続けたの

です。

この量兄弟の行ないによる模範 は,お

父さんの心 を動 かしました。約束の1年

が過 ぎようとする今年の春 から,い よい

よ弘中ご家族は家族みんなで教会 に集わ

れるようになりました。再度 レッスンが

行なわれ,間 もなくおふた りはバプ テス

マの水 をくぐられたのです。奄美大島か

らわざわ ざ来 られた久保兄弟姉妹 もお迎

えして行なわれたバプテスマ会 は,言 葉

ではとても言い表わせないほどの霊的な

雰囲気 に包まれていました。

この会で,弘 中兄弟は次のように証 さ

れました。｢私 が 『教会 に行 かなければ』

と思 うようになったのは,単 に息子 との

約束があったからというだけではなく,

ち ょうど約束の1年 を過ぎる頃から,信

仰 というものがなければ人生 を歩 んでい

くことが困難だ ということを思い知 らさ

れ るような出来事が,次 々 と起 こってき

たか らです。 この気持 ちの変化は私 にと

って奇跡で した。今の私 には信仰 は不可

欠 なものにな りました。

私 自身,ま だまだ弱い人間です。モル

モン経 にあるように,鉄 の棒 にしっか り

とつかまっていなければ,暗 黒の霧 は容

易 に私 たちを神様 から遠 ざけてしぎいま

す。鉄 の棒 につかまっていることの大切

さを痛感 しています。そして私の改宗の

きっかけを作 って くれた息子に心から感

謝 しています。 また多くの方々に感謝 し

ています。｣

また久保兄弟姉妹 は｢11年 間,そ れ こ

そ文字 どお りに毎 日,こ の 日のことを祈

り続けてきました｣と,語 っています。

この言葉 に象徴 されるように弘中兄弟姉

妹 の改宗 には,ご 塚族をはじめ多くの兄

弟姉妹 の信仰 と祈 りがあったことを強 く

感 じずにはおられ ません。

現在,弘 中兄弟はメルケゼデク神権 を

受 けるために準備 をしていらっしゃいま

す。 また,ご 家族 の次の目標は神殿参入

です。これから先,お ふた りが模範的な

ク リスチャンとして,ま た末 日聖徒の音

楽家 として さらにご活躍されます よう心

か らお祈 りしたいと思います。(レポータ

ー:横 浜 ステーキ部川崎 ワー ド部伝道主
まさのり

任･相 浦真範)

私の家族の改宗
3代 続いた力トリックの信仰か

ら末日聖徒に

鹿児島地万部名瀬支部 久保 芳子

86年5月 は私 の こ れ ま で の生 涯 で

19 最大の喜 びの月とな りました。 そ
れはひたすら祈 って待ち続 けた,娘 夫婦

のバプテスマが11年 目に成就 したか らで

す。娘陽子(弘 中)か ら電話でその 日が

5月4日 に決 まったと知 らせがあ りまし

た。

少 し前,鹿 児島地方部で5月 初 めの連

休 に神殿参入する人たちを募 っていまし

た。私 たち夫婦 も申し込んでありました。
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わたる熱心なカ トリック信者で した。

今 から11年 前の1975年3月21日,私 た

ち親子3人(妻 良子 と長男信夫)は 島の

きれいな海でバプテスマを受 けました。

当然親戚 からは異端者扱 いされ,村 入分

の状態 となりました。当時私 はカ トリッ

クの教会 の中で重要 なポス トにあ り,あ

らゆる仕事を取 り仕切っていましたので

いろいろな トラブルがあ りました。親戚

や熱心なカ トリックの信者たちは,私 た

ち家族が離教 したのは一時の迷 いと考 え,

す ぐに復帰するようにと私たちのために

祈っていたようです。

末 日聖徒イエス･キ リス ト教会に改宗

して11年,私 たちがますます喜 びに満た

された生活をしているのを見て信仰 が本

物であることを知 り,私 たちに対する不

信感 と軽蔑視 もだんだん薄れてきつつあ

ります。末 日聖徒 の教会 の話 がで きる日

も近 いように思われます。彼 らもキ リス

ト教徒ですから理解 は早 いと思 います。

各 地 の た よ り
談鱒i購､､

ザ1讐1､
鐘喪 紘

騨羅 寧奪町lll
　1鴛 襯

姦 ♂･
℃ 罵 挙

●名瀬支部:〒894鹿 児島県名瀬市伊津部町27-3岱09975(2)2725

かつてメキシコのカ トリック教徒が教会

ぐるみで改宗へと導かれたと聞いていま

す。 これから奄美の会員たちの模範 と伝

道の努力によってメキシコで起 こったこ

とがあり得 ると信 じます。

⑧ 月昭 さ批
JMTC第87期 生

13名の名簿

劉

羅瞭
駿

､

獅 ド 撫･

i･隔 還 論 畿

や

懲塀息鴬
S:ス テー キ 部,D:地 方 部

W:ワ ー ド部,B:支 部

毒

名瀬支部の もうひとつの願いは,教 会

堂 の建設 です。敷地 はすでに購入 されて

い ます。 もう一息一致団結 して,こ の業

が早め られ ますよう祈 って います。(く

ぼ･し んぎ1915年 生 まれ)
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畷
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灘
灘
灘

凄磁 騰

〈名 前〉
はつ こ

1.小 畠 初 子

2.仲 岡､㌧久 子

3.村 川 淳 子

4.山 下 博 美

5.菊 地多佳子

6.加 藤 映 子

7.関 真由美

〈出身地〉

東京南S/渋 谷W

高松S/八 幡浜B

福知山D/彦 根B

岡山S/福 山B

仙 台S/石 巻B

名古屋S/春 日井B

東京西S/国 立W

〈伝道地〉 亀

大阪伝道部

名古屋伝道部

東京北伝道部

東京北伝道部

札 幌伝道部

札幌伝道部

札幌伝道部

〈名 前〉
と がし

8.冨 樫 公 枝

9,小 林 秀 江
さだ くに

10.貞 国 康 之

個.中 野 †専 史
いぬ まき

り2.狗 巻 孝

侶.U｣梨 政 広

〈出身地〉

盛 岡D/秋EEB

札 幌M/函 館B

大阪S/阿 部野W

高 松S/徳 島W

大阪堺S/≡ 国ケ丘W

東京西S/八 王子W

〈伝道地〉

東京南伝道部

名古屋伝道部

名古屋伝道部

札幌伝 道部

札幌伝 道部

神戸伝 道部
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会は夜間にあ り,幼 い子供 たちや年老 い

た者が安息､日にこれほ ど遠い所 を2回 往

復するのはとても困難なことでした。

それで私 はステーキ部長の許可を得て,

私 の家で集会 をするようにな りました。

会員がますます増えて40人 になった1975

年5月,支 部が組織 され,私 は支部長 に

召 されました。 こうして私の家族 と親戚

たちを中心 として始 まった支部 は,そ の

後 ワー ド部 にな り,そ れも分割 されてま

たもうひとつのワー ド部 が組織 され,今

はふたつのワー ド部 で575人 の会員 を擁

するまでに増えました。

私は1978年4月 にソウルステーキ部 の

第一副 ステーキ部長に召 されて奉仕 して

いましたが,1979年4月 に東 ステーキ部

が増設され,東 ステーキ部 の第一副ステ

ーキ部長 に召 されました。 その後1980年

7月 に私 はソウル西伝道部 の管轄区内に

引っ越し,教 会 は12人 が出席する伝道部

直轄の小 さな支部 に集いました。引 っ越

してすぐに,伝 道部長よ りそこの支部長

に召 されました。支部長 に召された翌 日

から宣教師たちを助 けて1年 に100人 の

改宗者を得 ることができ,1982年9月 に

は211人 の会員 を擁 す る堂々た るワー ド

部に成長 しました。

私 はこの真実の教会に入 って,本 当に

たくさんの祝福 を受 けました。子供 たち

は皆伝道 に出て,任 期を終 えてからは,

神殿結婚 をして永遠 に結 び固められまし

た。昇栄へ向かって一歩一歩前進 してい

るようで本当に幸福 に思っています。

私 はいつも予言者 の言われるとお りに

生活すれば,必 ずた くさんの祝福が頂け

るという固い証 を持 っています。

私 は50年 もの長い間プロテスタン ト教

会の会貝でしたが,神 様が前世 での立派

な肇を私の末の子 として送 って くださ り,

その子供 を通 してこの真実 の教会 に出会
め ぐみ

えるようにして くだ さいました恩恵 に感

謝しています。

今韓国には800万 人 のプロテスタ ン ト

の会員,そ のほかカ トリックや様々の宗

教の方々がいます。彼らを真実の教会 に

導く責任 は,実 に私たちにあると痛感 し

ています。老衰 し,力 が尽 きるまで,私 はこ

の道に精進する覚悟です。(1924年生 まれ)
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各 地 の た よ り

マイスワールの

子供たち⑤

●後列左 よリニ森長老,マ ー リー

長老,藤 谷兄弟,島 谷信子姉妹,

淳子姉妹

谷信 子姉妹,淳 子姉妹 が マ イ･

島 スクールに初めて参加 したのは,去
年 の9月 で した。 中学1年 生 のお兄 さん

について来るようになったのです。

ふた りがバプテスマを受けたい と私の

家 の玄関で瞳 を輝 かせて申し入れたのは,

今 年の5月2日 のことでした。す ぐに長

老 たちとのレッス ンに入 り,1カ 月後の

6月1日 に,支 部 の兄弟姉妹 たちの見守

る中,種 子川でバプテスマを受け ました。

信子姉妹 はマー リー長老 から,淳 子姉妹

は私の主人からバプテスマを受け ました。

清流でふたりは再 び生 まれたのです。

このふたりの美 しい姉妹たちは,朝4

時半 に起 きて魚市場のお手伝 いに行 き,

家計 を助 けています。マイスクールの こ

とがテレビに出て以来,市 場 の方々が我

が家 に対 して も好意 を寄せて くだ さり,

淳子姉妹 は自分の働 きによって得 たエビ

や魚 などを,早 朝プレゼン トとしてくれ

た りするのです。週1回 の夫の｢お 茶の

間 レッスン｣に も欠か さずふた りは参加

しています。またふたりの従順 さや主 を

愛する心 が日々大 きくなっていくのを見

て,い つも主に感謝 しています。

ふたりに,ま たほかの聖徒 となったマ

.イスクールの生徒 たちに次の聖句 を贈 り

ます。神 の聖徒 たちに……。
む 　

｢神 の聖霊 を悲 しませて はいけない
。

あなたがたは,あ がないの 日のために,

聖 霊の証印を受 けたのである。｣(エ ペソ

4:30)

主 が生 きてましまし,日 々私 たちを愛

してくださっていることを証いたします。

(高松ステーキ部新居浜支部セ ミナ リー

教 師･藤 谷利恵子)
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心の誕生日

高松ステーキ部新居浜支部

島谷 信子(12歳)

プ テスマを受 けたのは,6月1日

バ で 妹､い 。し､に 受けました..

バプテスマを受けるとき,た くさんの人

人が参加 してくださ り,本 当に神の子,

教会 の一貝としてがんばろ うという心に

な りました。 そして,兄 弟姉妹 とも仲 よ

く,気 が るに話せるようにな りました。

とってもうれしいです。

バプテスマを受ける1カ 月 ぐらい前は,

長 老たちが,教 会 や私の家で,聖 書 のこ

とや さばきのことなどについて教えてく

れました。本 当に感謝 しています。

6月1日 が｢心 の誕生 日｣と なりまし

た。兄弟姉妹 たちは,誕 生 日がふたつあ

ります。心の誕生 日は心が1週 間のうち

に汚れてしまうので,安 息 日にパンと水

をいただき,心 をきれいにします。でも

またよごれて しまうので,何 回もくり返

し教会へ行 きます。

教会では,聖 書,モ ルモン経,き ょう

ぎとせいやくを開け,兄 弟姉妹 たちのお

話を聞 きます。人それぞれ思 っているこ

とをお話 しします。感動すること,か わ
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各 地 の た よ り

欝

素

"

鑑
簿

箋
裁

雛

藩

離

鱒 覇

1

必 然的に努力 と忍耐 とを教 えられ ました。

そんなある日のこと,大 学3年 の夏 も

終わろうとする頃で したが,思 いがけな

い出来事 が起 こりました。 いっ ものよう

にアルバイ トか ら疲れて帰って くると,

私 のアパー トに差 し出し人の住所 も名前

も書かれていない封筒が届いていて,そ

の中を開 けて見ると,な ん と10万 円 の小

切手が入 ってお り,同 封の メモ用紙 には

｢工藤兄弟
,伝 道頑張って くださいね｣

と記 されていました。私 はこの夢のよう

な祝福に膝 をかがめ,主 に深々と頭 を垂

れ,目 頭をおさえるのが精 いっぱいでし

た。お礼の申しあげようもありません。

購臨 釜難三鰹騰霞

私 に対 して支部長 は｢神 から選ばれた者

はとことん試 されるが,必 ず,す ばらし

い祝福 があるよ。 よく耐えたね,工 藤 ち

ゃん｣と 言 って私 を励 まし,共 に男泣 き

に泣 き,私 の選ぼ うとする道が主のみむ

ねにかなうことを確信 させてくださるの

で した。

またそれと相呼応するかのように,支

部の会員たちも我が身のように親身 にな

って励 まして くださいました。空き巣に

入 られ,私 がもらいたての給料を盗声れ

て途方 に暮れていたときにも,支 部の方

方 は温 かな愛 の手を惜 しむ ことな く与 え

てくださいました。私 はどれほど教会貝

であることを喜び,感 謝 したことで しょう。

やがて大管長 より召 しを頂 き,主 の宮

居 である神殿 に参入で きるようになって

､擁 輪霧 喪ζ揮無壌 誠 誌 舜 認 窯冠縁5

臓
艶二
るようになっていきました。しか しそれ

とは裏腹 に,田 舎 に住む両親 の願いは私

が進みたい道 とは異 なり,自 分 たちの夢

と願 いを息子に託すかのように,大 学 を

卒業 する前 に安定 した職業 に就 いて,自
あん ど

分 たちを安堵 させてほしいと嘆願するの

でした。私 はこのことで とて も悩み,自

分の力のなさと至 らなさに自責 の念を覚

えました。次第に年老 いていく父母の顔

を思い出すたびに,｢本 当にすみません。

でもどうか私のわが ままを許 して くださ

か らというもの,天 から新 しき知恵を賜

り,私 は自分 の先祖への思 いが強 まりま

した。厳しい自然環境の中で貧 しい生活

をしてこられた先祖 たちに深 く感謝 し,
○

なんとか して彼 らの願 いをこの身を通 し

てかなえてあげたいと思いました。

私 がこの現世 でのすべての行程 を全力

で走 り抜 き,主 に喜ばれる日,私 を生か

し,救 いを与 えてくださる主にお会いで

きる日を心から夢見ています。(く どう･

まさのリ1962年 生 まれ,横 浜 ステーキ
。婦 輔 韓 る燃 。藩。縛 燈鱒 輔･繍 幽 葛瀞 ㍗･か ㌶㌦ 慧 誤

い｣と,心 の中で許 しを請いましたb私 部小杉支部出身)

が改宗してから6年 の年月がたち

私 ますが,現 在,主 が最 も愛 される
僕,宣 教師 として働けることは,実 に夢

は力がなくとも必ず,近 いうちにその恩

に報いるから… と.新 役 員 の 聖 任(任 命) ･
母 は私 を20歳 にして生 み,未 熟児で生

のようです。毎 日,主 の安 らかなみ手に まれたため病弱であった私を父と母は自

包 まれ,み たまを伴侶 として生活できる 分たちの持てるすべての愛 と力を注いで
8月16日 から9月15日 までに日本東京管

ことはとても幸せなことで,主 の愛 を全 育ててくれました。また父と母 の名前 の
理本部会員記録統計課に通知のあった役

身に感 じています。
一字 ずつを取 って名付 けてくれました。 員の異動(敬称略)

こんな私が主に仕えようと伝道をかす これまで私は両親の切なる願いが天に届 ●郡山地方部郡山支部

かに決意 したのはもう5年 も前 にな りま

ひ ご

くかの如く,両 親の庇護め下で何の不満 新支部長:樋 □文男(前任者:辻 芳)

す。それからというものは見 ようみまね もなく成長 しました。私 は両親からどれ
●名古屋ステーキ部名東北ワード部

で伝道 に備 えることを始めました。 しか
あえ

しながら両親の反対に喘ぎ,大 学の勉強

ほど愛されているかを考 えるとき,心 底
Q

か ら両親 に感謝 したい気持ちにな ります。

新監督:U｣□ 貴幸(前任者:翠 勇夫)

●広島ステーキ部五日市ワード部

で悩み,ま た伝道資金などの経済的な問 そのような状況下 にあった私 は,伝 道へ 新監督:成 林孝治(前任者:塚 本英輔)

題を解決しなければならない状況にあっ の決断は正 しいか どうかを一心 に主 に伺

たため,だ れもがそうであるように私 も

準備 は一筋縄ではいきませんで した。そ

れでも法律の勉強とアルバイ トとを両立

わなければな りませんで した。

時間の経過 とともに私 の心 は次第に宣

教師となることに傾 いていき,す べてを

冨
閣『

させる道を考え,希 望をつな ぐことにし

ました。それは私 にとって孤独 な道 で,

投 げ打ってでも主に従 いたいとい う気持

ちが強 くなりました。 そのような孤独 な
;一 叢畢
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各 地 の た よ り

大関洋一支部長

●新潟支部所在地:

〒950新 潟県新潟市

長潟3-10-14

×0252(86)7513
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ザ 榛1夢菰､

＼ ゴ脚

蒲 蓼
離 騒 誕∴囁

また日本地図では,ワ ー ド部支部が数 多

くある東京周辺部 は,拡 大地図を作 らな

ければ位置を示すことができませんで し

た。それ に比べ,新 潟地:方部 はあまりに

も寂 しいように感 じ,よ り一層伝道の必

要性を思わされました。

そのほかの展示物として,扶 助協会 で

は｢女 性の才能 の場｣と 題 し,各 人が 日

頃から努力 して制作 した絵画や手芸品な

どが展示 され ました。初等協会 では子供

たちが自画像 を描 いて自分 たちを紹介 し

ました。 また映画の上映 もあ り,教 会員

でない方 はもちろんのこと,教 会員 も改

めて教会 を知 ることので きる場でした。

このオープ ンハウスを通 して会員一人

一人の隠れた才能 を知 ることができまし

た。 またこの企画 を短期間にまとめあげ

ることにより,今 年の支部 目標 のひとつ

である｢一 致｣を 図ることができました。

神 は私 たち一人一人に違 った才能 を与え

てくださり,各 人がその才能 を発揮 して

ひとつのものを作 りあげるときに主のみ
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蹴

手があったことを知ることがで きました。

新 しい建物での初めての企画であった

オープンハウスは,夜8時 に幕を下 ろし

ました。私 たち新潟支部 はこの時点 をも

って新 たに出発 したように思 います。い

ン 噸轟 一

讃
灘

響

.･嘔 騨 号

難灘

磁 鱒
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曳
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!夢1
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グ

繹

濟腰

繁
轟

つまで も｢オ ープ ンハウス｣の 精神 を忘

れることなく,周 囲の方 々に様々な活動

を通 じて教会 を紹介 していきたいと考 え

ています。(レポーター:新 潟地方部若 い

男性会長･田 中武男)

●

謬灘諦㌔罵

1魂幾
糠 雑 一

α し ♪(:b

■編集室から 瓦･
9ｮa

臼q
卵{

晦 馨 凶 ラ"{

●心に残った記事の感想文,各 地の話題や行事,｢日 々の恵み｣コ ーナ
ーの証 ,｢職 業と信仰シリーズ｣,カ ットなどをお送りください。来年

度1月 号掲載分の締切リは11月10日(必 着)で す。投稿には必ず連絡先

(電話番号)と教会での責任(役 職名),生 年 月日を記入してください。

お送りいただいた原稿は一部手直しすることがあります。

●あて先:〒106東 京都港区南麻布5-10-30末 日聖徒イエス･キ

リスト教会｢聖 徒の道｣編 集室 容03(444)5264

●
各
国
の
教
会
員
数
と
神
殿
の
所
在
地
を
示
し
た
､

大
の
世
界
地
図

畳
四
枚

■お知らせ 〔教会書籍の注文および
送金先の変更〕

●教会轡籍および｢聖 徒の道｣の お申し込み先(送 金を含む)が従来の

渋谷ブックセンターから管理本部経理課に10月8日 付で変更になりま

した。商品についてのお問い合わせは渋谷ブックセンターですが,ご

注文は次のあて先にお送りくださ'い。

●〒106東 京都港区南麻布5-10-30末 日聖徒イエス･キ リスト教会

管理本部経理課 費03(440)2351(代 表),郵 便振替(口座名/末 日聖徒

イエス･キ リス ト教会 管理本部経理課 口座番号/東 京0-41512)
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